
　

平
成
二
十
七
年
度
和
泉
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
総
会
は
四
月
二
十
六
日

㈰
、
和
泉
市
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

　

司
会
の
松
永
健
二
副
会
長
は
開
会

を
告
げ
、
次
第
に
沿
い
総
会
が
は
じ

め
ら
れ
た
。

　

小
山
良
信
会
長
は
、
日
曜
日
の
開

催
に
も
か
か
わ
ら
ず
来
賓
に
辻
宏
康

市
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
単
位
ク
ラ

ブ
会
長
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
数

の
出
席
者
を
迎
え
、
総
会
が
開
催
で

き
た
こ
と
に
謝
意
を
述
べ
た
後
「
就

任
一
期
目
を
終
え
る
に
あ
た
り
一
年

前
の
こ
の
総
会
で
皆
さ
ま
に
約
束
し

た
も
ろ
も
ろ
の
事
業
を
ほ
ぼ
計
画
通

り
実
施
で
き
、
少
し
ほ
っ
と
し
て
い

ま
す
。
た
だ
、
も
う
少
し
形
あ
る
仕

事
を
し
な
が
ら
、
新
し
い
こ
と
に
取

り
組
む
心
積
も
り
で
し
た
が
、
も
う

年
度
末
を
迎
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
に
は
、
い
さ
さ
か
残
念
な
気
も

い
た
し
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
度
は

会
員
増
強
の
初
年
度
に
あ
た
り
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
三
二
〇
〇
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
健
康
、
友
愛
、
奉
仕
の
諸
活
動
を

通
じ
総
務
部
、
女
性
部
、
若
手
部
を

中
心
に
精
力
的
に
取
り
組
む
方
向
を

定
め
、
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も

高
齢
社
会
の
到
来
の
な

か
で
、
地
域
で
の
仲
間

づ
く
り
を
通
し
て
、
私

た
ち
に
と
っ
て
生
き
が

い
の
あ
る
社
会
を
形
成

し
て
い
く
こ
と
こ
そ
肝

要
で
あ
り
、
引
き
続
き

会
員
増
強
運
動
チ
ャ
レ

ン
ジ
三
二
〇
〇
に
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
新
年
度
の
活

動
計
画
は
こ
の
よ
う
な

観
点
を
盛
り
込
み
、
こ

れ
か
ら
審
議
を
お
願
い
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

次
い
で
来
賓
の
あ
い
さ
つ
に
進
み

司
会
者
か
ら
辻
宏
康
市
長
が
紹
介
さ

れ
、
あ
い
さ
つ
に
登
壇
し
ま
し
た
。

辻
市
長
は
「
私
た
ち
は
今
年
度
か
ら

『
和
泉
躍
進
プ
ラ
ン
』
の
下
、
多
分

野
に
わ
た
っ
て
主
要
施
策
の
実
行
に

入
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
貴
重
な

経
験
、
知
識
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
実

り
あ
る
成
果
が
得
ら
れ
ま
す
よ
う
、

さ
ら
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
和
泉
市
社
会

福
祉
協
議
会
・
有
里
榮
陽
会
長
の
あ

い
さ
つ
も
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
行

事
が
重
な
り
欠
席
と
な
り
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
託
さ
れ
て
い
た
の
で
代
読
さ

れ
た
。
要
約
、
次
の
よ
う
な
内
容
で

あ
っ
た
。「
皆
さ
ま
は『
健
康
、友
愛
、

奉
仕
』
の
テ
ー
マ
に
沿
い
、
活
発
な

活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本

協
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
皆
さ
ま
と

連
携
し
、
そ
の
具
現
化
の
た
め
の
地

域
福
祉
の
町
づ
く
り
を
推
し
進
め
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
」。

　

こ
こ
で
、
来
賓
の
辻
市
長
は
次
の

公
務
の
た
め
、
全
員
の
拍
手
に
送
ら

れ
退
席
し
た
。

　

こ
こ
で
、
こ
の
総
会
に
出
席
を
要

請
し
た
者
二
八
一
名
、
出
席
者
は
二

〇
七
名
、
委
任
状
出
席
三
十
六
名
、

出
席
合
計
二
四
三
名
で
あ
り
、
会
則

第
十
一
条
に
定
め
る
総
会
の
成
立
要

件
を
満
た
し
て
い
る
の
で
、
た
だ
ち

に
議
事
に
入
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
、

会
則
八
条
に
従
い
、
小
山
良
信
会
長

が
議
長
に
選
出
さ
れ
議
案
の
審
議
が

は
じ
ま
っ
た
。

　

小
山
会
長
は
「
改
め
て
円
滑
な
議

事
進
行
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
議
長
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
、
た
だ

ち
に
議
事
に
入
る
こ
と
を
告
げ
第
一

号
議
案
の
報
告
を
行
う
よ
う
藤
原
功

副
会
長
（
総
務
部
長
）
を
指
名
し
た
。

◎
第
一
号
議
案　

◦
平
成
二
十
六
年
度
事
業
実
施
報
告

　

藤
原
副
会
長
は
あ
ら
か
じ
め
配
布

し
て
あ
っ
た
資
料
に
基
づ
き
、
月
を

逐
い
主
要
な
活
動
状
況
を
簡
潔
に
報

告
し
た
。
議
長
は
質
問
、
意
見
を
求

め
た
が
、
了
解
の
声
が
多
く
、
拍
手

に
よ
り
報
告
の
通
り
了
承
さ
れ
た
。

　

続
い
て
議
長
は
第
二
号
議
案
に
入

る
の
で
、
鈴
木
武
会
計
に
決
算
報
告

を
、
大
嶋
二
郎
監
事
に
監
査
報
告
を

行
う
よ
う
指
示
し
た
。

◎
第
二
号
議
案　

◦�

平
成
二
十
六
年
度
収
入
支
出
決
算

報
告
お
よ
び
監
査
報
告

　

鈴
木
武
会
計
は
資
料
に
沿
い
、
決

算
状
況
を
報
告
し
、
計
画
通
り
諸
事

業
を
実
施
し
た
が
、
各
位
の
協
力
に

よ
り
、
冗
費
を
抑
え
健
全
な
収
支
報

告
が
で
き
た
こ
と
に
謝
意
を
加
え
報

告
を
終
わ
っ
た
。
大
嶋
二
郎
監
事
は

森
昭
夫
監
事
と
協
力
し
、四
月
九
日
、

関
係
書
類
、
諸
帳
票
の
監
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
不
備
誤
り
が
な
か
っ
た

と
報
告
し
た
。
小
山
議
長
は
両
報
告

に
対
し
、
質
問
、
意
見
の
有
無
を
諮

っ
た
が
、
了
解
の
声
と
拍
手
の
み
で

あ
っ
た
。
議
長
は
本
議
案
が
報
告
の

通
り
決
さ
れ
た
と
宣
言
し
た
。

　

以
上
に
よ
り
、
平
成
二
十
六
年
度

の
議
案
は
終
了
し
た
。

◎
報
告
第
一
号　

◦
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

　

脇
田
健
一
推
薦
委
員
会
議
長
よ
り

役
員
候
補
者
の
推
薦
と
決
定
の
経
過

に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
三
月

九
日
、
推
薦
委
員
七
名
に
よ
り
規
定

に
従
い
、
慎
重
か
つ
真
剣
に
検
討
し

た
結
果
、
役
員
全
員
の
留
任
を
是
と

し
た
が
、
藤
原
功
副
会
長
か
ら
一
身

上
の
理
由
で
退
任
の
希
望
が
強
く
出

さ
れ
、
門
林
淳
書
記
を
副
会
長
に
、

新
た
に
池
辺
光
三
氏
を
書
記
に
推
薦

す
る
こ
と
に
し
、
同
日
の
校
区
会
長

会
議
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
一
致

で
新
役
員
が
決
定
し
た
、
と
報
告
し

た
（
四
面
に
名
簿
は
掲
載
）。

◎
議
案
第
三
号　

◦
平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画（
案
）

　

門
林
淳
副
会
長
（
総
務
部
長
）
は

「
支
え
ら
れ
る
存
在
」
か
ら
「
支
え

る
存
在
」
へ
の
転
身
を
図
る
と
と
も

に
「
の
ば
そ
う
！　

健
康
寿
命
、
担

お
う
！　

地
域
づ
く
り
を
」を
掲
げ
、

生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
四
つ

の
基
本
理
念
に
事
業
展
開
を
進
め
る

提
案
を
行
っ
た
。
議
長
は
賛
否
を
問

う
た
が
異
議
な
く
採
択
さ
れ
た
。

◎
議
案
第
四
号　

◦�

平
成
二
十
七
年
度
収
入
支
出
予
算（
案
）

　

鈴
木
武
会
計
が
資
料
を
も
と
に
説

明
し
、
議
長
は
質
問
、
意
見
を
求
め

た
が
異
議
は
な
く
、
一
同
拍
手
で
承

認
さ
れ
た
。

　

全
て
の
議
事
が
終
了
し
た
後
、
先

ほ
ど
改
選
さ
れ
た
本
部
役
員
、
女
性

部
・
若
手
部
幹
部
、
校
区
会
長
が
一

人
ず
つ
紹
介
さ
れ
た
。

　

三
井
ヤ
エ
子
副
会
長
に
よ
る
閉
会

の
あ
い
さ
つ
で
総
会
は
閉
会
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
）

◦平成 26年度報告／全事業計画完全実施
◦平成 27年度／新体制で会員増強に総力を

平
成
27
年
度

和
泉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
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昨
年
度
は
行
事
全
般
に
わ
た
り

ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
年
度
も
ご
支
援
何

と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
平
成
二
十
七
年
度
も
は
や
七

月
に
入
り
、
暑
い
夏
が
訪
れ
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
熱
中

症
な
ど
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
や
全
国
的

に
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
ど
う

対
応
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題

で
あ
り
ま
す
。
健
康
で
長
生
き
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
全
老
連
が
掲
げ
る
「
の
ば

そ
う
！　

健
康
寿
命
」「
担
お
う
！

地
域
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
多
く
の
仲
間
と
と
も
に

生
き
が
い
づ
く
り
と
地
域
の
安
全

と
安
心
に
心
が
け
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
老
人
ク

ラ
ブ
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
、
今

後
、
よ
り
一
層
活
性
化
を
図
り
、

会
員
一
同
、
介
護
予
防
の
推
進
、

若
手
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
、
育
成
へ

の
呼
び
か
け
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
若

い
人
の
力
が
必
要
に
な
り
、
組
織

の
活
性
化
を
次
の
世
代
へ
と
つ
な

ぐ
観
点
か
ら
、
若
い
力
の
発
進
と

行
動
力
に
特
に
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
中
、
長

寿
社
会
を
迎
え
て
老
い
て
い
く
た

め
、
欠
か
せ
な
い
も
の
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
が
、
自
分
流
の
生
き

方
を
持
つ
こ
と
も
一
つ
で
あ
り
、

地
域
活
動
を
通
し
て
地
域
に
尽
く

す
こ
と
も
一
つ
か
と
考
え
ま
す
。

隣
近
所
同
士
の
助
け
合
い
、
地
域

の
中
の
友
愛
活
動
が
不
可
欠
の
要

件
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

を
通
し
、
何
よ
り
健
康
づ
く
り
を

目
指
し
、
人
生
を
伸
び
伸
び
と
楽

し
く
暮
ら
し
て
い
く
方
法
を
模
索

す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

個
人
の
運
命
は
水
の
流
れ
の
よ
う

に
分
か
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
同
じ
人
間
と
し
て
郷
土
を

愛
す
る
心
と
共
に
、
さ
ら
に
地
域

の
助
け
合
い
運
動
が
必
要
か
と
思

い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
し

て
今
後
と
も
会
員
の
皆
さ
ま
に
は

一
人
で
も
多
く
の
会
員
を
増
や
す

こ
と
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

和
泉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
小

山
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
並
び
に

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、平
素
よ
り
、

和
泉
市
の
発
展
の
た
め
、
保
健
福

祉
の
向
上
は
も
と
よ
り
市
行
政
の

各
般
に
わ
た
り
、
多
大
な
る
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
高
齢
化
が

年
々
進
ん
で
い
る
今
日
、
本
市
に

お
き
ま
し
て
も
高
齢
化
率
が
二
十

一
パ
ー
セ
ン
ト
（
五
人
に
一
人
）

を
超
え
、
超
高
齢
社
会
に
突
入
い

た
し
ま
し
た
。
二
〇
二
五
年
に
は

団
塊
の
世
代
の
方
々
が
七
十
五
歳

以
上
と
な
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

い
っ
そ
う
高
齢
化
が
進
展
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

介
護
が
必
要
と
な
っ
て
も
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
住
ま
い
、
介
護
、

医
療
、
予
防
、
生
活
に
必
要
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
す
る
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
む
け
て
、
平
成

二
十
七
年
度
～
平
成
二
十
九
年
度

を
計
画
期
間
と
し
た
「
第
六
期
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
に
よ
り
、
今
後
十

年
間
の
動
向
を
見
据
え
、
介
護
予

防
の
推
進
や
医
療
と
介
護
の
連

携
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
高
齢
者
施

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
和
泉
市
内
の

多
く
の
高
齢
者
の
方
々
が
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
じ
て
、
い
つ

ま
で
も
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
は
じ
め
と
し
た
健

康
づ
く
り
や
介
護
予
防
に
取
り
組

ま
れ
、
ま
た
、
子
ど
も
達
や
介
護

の
必
要
な
高
齢
者
へ
の
見
守
り
な

ど
の
地
域
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

は
、
本
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
に
向
け
て
、
本
市
の
行
政

へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

和
泉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
員

の
皆
さ
ま
に
は
当
協
議
会
の
事
業

推
進
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
歴
代
役
員
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
、
会
員
皆
さ
ま
の
た
ゆ
み

な
い
熱
意
と
ご
努
力
を
も
っ
て
高

齢
者
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
多
く

の
事
業
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た

ご
労
苦
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
社
会
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
支

援
を
要
す
る
高
齢
者
が
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、
こ
の
方
々
が
在
宅

で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
こ
と
は
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
二
十
七
年
度
の
介
護
保
険
制

度
の
改
正
に
お
い
て
は
、
今
後
地

域
で
要
支
援
者
を
支
え
る
と
い
う

役
割
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
貴
会

と
よ
り
一
層
連
携
を
深
め
地
域
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
て

ま
い
る
所
存
で
す
。
何
と
ぞ
ご
支

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、「
す

こ
や
か
和
泉
第
三
十
四
号
」
の
ご

発
刊
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
和
泉
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
な
ら
び
に
会
員
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

生
き
が
い
づ
く
り
と

地
域
の
安
心
、
安
全

和
泉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

小
山　

良
信

〈
介
護
予
防
活
動
と
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
〉

健
康
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
に
向
け
て

和
泉
市
長　

辻　
　

宏
康

地
域
福
祉
のま

ち
づ
く
り
に

和
泉
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

有
里　

榮
陽
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平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
八

日
、
大
阪
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

主
催
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
講

習
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
当

市
老
連
の
代
表
メ
ン
バ
ー
は
女
性

部
か
ら
中
北
照
子
さ
ん
〈
光
明
台

南
〉、
宮
出
峰
子
さ
ん
〈
光
明
台

北
〉、研
修
部
長
・
鈴
木
武
さ
ん〈
国

府
〉、
文
化
部
長
・
大
嶋
二
郎
さ

ん〈
鶴
山
台
南
〉、若
手
部
副
部
長
・

山
下
純
雄
さ
ん
〈
光
明
台
南
〉
の

五
名
の
チ
ー
ム
で
編
成
、
大
阪
府

全
体
で
は
、
三
十
チ
ー
ム
一
五
〇

名
参
加
の
講
習
会
で
し
た
。

　

講
習
内
容
は
大
会
開
会
あ
い
さ

つ
・
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
・
採
点
方

法
や
緊
急
連
絡
な
ど
、
丁
寧
な
競

技
説
明
が
あ
り
「
道
に
迷
っ
た
場

合
は
、
正
し
か
っ
た
『
コ
マ
図
』

の
元
の
場
所
に
戻
る
よ
う
に
」
と

松
本
茂
男
実
行
委
員
が
力
強
く
何

回
も
念
押
し
さ
れ
、
固
い
頭
の
片

す
み
に
!!

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
思
い
出
せ

る
か
な
？
？

　

十
一
時
二
分
『
コ
マ
図
』
を
受

け
取
り
競
技
開
始
。
当
市
老
連
チ

ー
ム
は
前
輪
に
レ
デ
ィ
ー
ス
の
宮

出
さ
ん
・
中
北
さ
ん
、
後
輪
に
鈴

木
さ
ん
・
大
島
さ
ん
。
ハ
ン
ド

ル
、
ナ
ビ
役
は
山
下
さ
ん
で
順

調
に
C
P
（
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
）
1
、
観
察
P
（
ポ
イ
ン
ト
）

1
を
通
過
と
思
い
き
や
、『
コ
マ

図
』
の
次
の
地
点
へ
進
ん
で
道
が

な
い
「
こ
ら
違
う
で
」「
オ
カ
シ

イ
」。
こ
こ
で
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

「
駄
目
な
と
き
に
は
振
り
出
し
に

…
」。『
コ
マ
図
』
を
一
つ
逆
戻
り

と
大
阪
市
内
を
知
り
尽
く
し
て
い

る
後
輪
の
ベ
テ
ラ
ン
が
ア
ド
バ
イ

ス
。
や
っ
と
正
常
に
戻
り
、
前
輪

の
レ
デ
ィ
ー
ス
に
引
っ
張
ら
れ
後

は
ス
イ
ス
イ
。
松
屋
町
筋
か
ら
谷

町
筋
へ
の
長
い
自
転
車
ス
ロ
ー
プ

付
き
の
階
段
、
源げ

ん
し
ょ
う
じ

聖
寺
坂
も
エ
ン

ジ
ン
快
調
で
ロ
ス
タ
イ
ム
の
遅
れ

を
一
気
に
取
り
戻
す
。

　

C
P
2
の
ゲ
ー
ム
終
了
後
「
今

ま
で
の
通
過
し
た
チ
ー
ム
で
最
高

得
点
で
す
よ
！
」
と
言
わ
れ
ち
ょ

っ
と
元
気
が
出
る
！　

現
金
な
も

ん
や
！　

気
分
が
良
く
な
り
次
の

観
察
P
2
ま
で
頑
張
っ
て
そ
れ
か

ら
昼
食
に
し
ま
し
ょ
う
と
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
。
生
国
魂
神
社
で
弁
当
を

広
げ
、
食
事
の
と
き
は
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
そ
っ
ち
の
け
で
、
あ
れ
か

ら
四
、
五
十
年
昔
の
大
阪
市
内
の

話
が
弾
む
。

　

お
い
し
か
っ
た
食
事
も
終
わ
り

最
後
の
C
P
3
を
目
指
し
、
今
度

は
観
察
地
点
に
『
コ
マ
図
』
を
逆

戻
り
、
慎
重
に
打
ち
合
わ
せ
を
し

て
ス
タ
ー
ト
す
る
。
当
日
は
お
天

気
も
良
く
絶
好
の
ウ
ォ
ー
ク
日
和

で
、
最
後
の
C
P
3
も
無
事
に
ク

リ
ア
す
る
。
残
り
は
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
昔
懐
か
し
い
下
町
の
長
屋
横

町
や
ビ
ル
街
、
商
店
街
を
抜
け
て

全
員
ケ
ガ
や
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、

ゴ
ー
ル
地
点
に
無
事
到
着
す
る
。

観
察
P
の
質
問
の
見
落
と
し
が
あ

り
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
。
な
ん

と
か
回
答
を
記
入
、
所
要
時
間
を

予
想
計
算
し
て
最
後
の
打
ち
合
わ

せ
の
後
、
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
を
提

出
。
集
計
を
お
願
い
す
る
。

　

五
人
全
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

集
中
力
を
発
揮
し
て
、
今
回
も
二

年
連
続
見
事
に
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
気

心
も
あ
ま
り
分
か
ら
な
い
者
同
士

が
一
心
に
な
り
仲
間
意
識
を
大
事

に
し
て
、
順
位
は
あ
ま
り
気
に
せ

ず
、
こ
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
介
護
予
防
や
健
康

寿
命
な
ど
の
た
め
に
健
康
づ
く
り

に
役
立
つ
こ
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

を
、
地
域
の
校
区
、
単
位
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
員
に
ど
の
よ
う
に
し

て
拡
充
・
普
及
促
進
す
る
の
か
が
、

今
後
の
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。

（
若
手
部
）

第 3回 SC大阪（府老連）
健康ウォークラリー
講習会に参加して

　

本
年
度
の
行
事
予
定
は
四
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
既
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
将
棋

大
会
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
終

わ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
後
九
月
か

ら
大
き
な
行
事
が
目
白
押
し
で

す
。

◆�

市
老
連
大
会
が
九
月
二
日
に
開

催
さ
れ
ま
す

　

白
寿
、
長
寿
、
米
寿
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
、
金
婚
の
お
祝
い
と
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た

方
々
を
顕
彰
す
る
市
老
連
大
会
は

九
月
二
日
㈬
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

◆�

研
修
旅
行
は
伊
勢
方
面

　

今
年
の
研
修
旅
行
は
九
月
十
七

日
㈭
～
十
八
日
㈮
、
一
泊
の
バ
ス

旅
行
で
す
。
な
ば
な
の
里
、
厳
粛

な
気
分
に
浸
れ
る
伊
勢
神
宮
の
参

詣
と
穏
や
か
な
海
面
に
散
ら
ば
る

島
々
を
望
む
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー

が
楽
し
め
る
で
し
ょ
う
。
宿
泊
は

鳥
羽
浦
温
泉
戸
田
家
で
す
。

◆�

ペ
タ
ン
ク
と
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

で
秋
の
一
日
を

　

十
月
七
日
㈬
に
は
ペ
タ
ン
ク
大

会
、
十
一
月
に
は
人
気
上
昇
中
の

秋
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
ス
ポ
ー

ツ
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
ら
い
い
で
す

ネ
。

◆�

文
化
、教
養
関
係
は
三
つ
を
予
定

　

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
は
人

権
文
化
セ
ン
タ
ー
で
十
月
二
十
八

日
㈬
に
行
わ
れ
ま
す
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
も
人
気
が
あ
り
、
踊
れ
な

い
人
も
楽
し
め
ま
す
。
す
こ
や
か

文
化
祭
は
十
一
月
二
十
五
日
㈬
～

二
十
七
日
㈮
の
三
日
間
で
す
。
演

芸
大
会
は
最
終
日
の
二
十
七
日
に

行
わ
れ
ま
す
。
力
作
ぞ
ろ
い
の
作

品
展
、
熱
演
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

演
芸
大
会
を
合
わ
せ
約
二
〇
〇
〇

人
の
来
場
者
を
迎
え
る
市
老
連
最

大
の
行
事
で
す
。
今
年
も
盛
会
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
笑
い
と
健
康
講

演
会
は
平
成
二
十
八
年
一
月
三
十

日
㈯
の
予
定
で
す
。
講
師
、
テ
ー

マ
は
未
定
で
す
が
、
き
っ
と
笑
い

と
拍
手
に
包
ま
れ
る
講
演
会
に
な

る
で
し
ょ
う
。

▼ 

平
成
27
年
度
主
要
行
事 

▲

2 年連続優勝の足跡を残した
平成 26年度の代表メンバー

私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

快適な安心の住まい！！老人福祉施設 

〔老人デイサービスセンター つるやま　併設〕 

和泉市鶴山台2丁目 4 ー 50 
（バス停「志保池公園前」スグ） 

（0725） 
（0725） 46ー9292FAX
46ー9922（代） 

ケアハウス 

長寿社会の文化に貢献します
頑張れシルバー

イキイキとしたシルバーライフは
高齢者だれもが望むところです。
わたしたちはそんなみなさまに
誠意で協力します。

高齢社会のパートナー

大阪市平野区喜連西４－６－６９

老人クラブ広報紙・名簿制作

（06）6797ー0212（代）
株式会社 博 報 社

要 リ ー ス
和泉市万町1021

（0725）56ー1850
FAX（0725）
TEL

56ー1850

土木建設機械・リース・販売・修理 　　　　ナカオは受注から納品までを
　　　　　ひとつの製品と考えます
（製缶、鈑金、溶接、金属表面処理、粉体塗装）

り
き
ゅ
う 

（0725） 46ー1919 
和泉市幸2ー1ー6 

うなぎ・会席料理・鍋料理
ふぐ鍋コース・よせ鍋コース

2名様から40名様…
お気軽にご利用ください。

忘年会・新年会・あらゆる 
宴会ご予約承ります。 

総 合 建 設 業 

和泉市伯太町2ー13ー20

（0725） 44ー3305FAX
（0725） 41ー2081（代） （0725）53ー2188

FAX（0725）53ー2199

寺下建築工房
建築設備診断・増改築・各種リフォーム

建築設備検査資格者／施工管理技士
代表者 寺下 悟郎

和泉市内田町4丁目12番21号 1－101

山本産業株式会社
和泉市黒鳥町1ー3ー16

（0725） （代）41ー1201
FAX（0725）
TEL

45ー3281

和泉市阪本町1225
（0725）46ー2740

FAX（0725）
TEL

45ー0108

inspection

株式
会社 ウ ィ ル

和泉市の不動産  注文住宅  資産運用
のご相談はおまかせ下さい

ECO ＆ COCOLO

ユウハウジング株式会社
明るい未来を住まいでかなえる 緑豊かな街づくり

府中町1丁目10－3
0120ー46ー6702
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校
区
役
職
名

氏　

名

部
会

北

松

尾

☆
辻　
　

昭
一

健
康

南

松

尾

☆
辻　
　

昌
宏

広
報

横

山

☆
奥
野　

裕
之

研
修

南

横

山

☆
楠
本　
　

進

健
康

幸

☆
内
田　

正
志

文
化

信

太
　

脇
田　

健
一

総
務

緑

ケ

丘

☆
西
村　
　

馨

総
務

光

明

台

南

☆
信
本　
　

忍

総
務

光

明

台

北
　

浦
川　

健
一

広
報

い

ぶ

き

野
　

堀
端
源
四
郎

健
康

青
葉
は
つ
が
野
　

濵
口　
　

徹

広
報

女
性
部
副
部
長
　

上
田　

妙
子

総
務

女
性
部
幹
事
　

中
谷　

絢
子

広
報

女
性
部
幹
事

☆
大
塚　

繁
子

文
化

若
手
部
長
代
理
　

坂
倉　

良
文

広
報

若
手
部
副
部
長
　

門
林　

良
治

文
化

若
手
部
副
部
長
　

山
下　

純
雄

健
康

新
役
員
・
校
区
会
長
・
女
性
部
お
よ
び
若
手
部
幹
部
名
簿

校
区
役
職
名

氏　

名

部
会

会

長
　

小
山　

良
信

副

会

長
　

松
永　

健
二

広
報

副

会

長

女

性

部

長
　

三
井
ヤ
エ
子

研
修

副

会

長

若

手

部

長
　

門
林　
　

淳

総
務

会

計
　

鈴
木　
　

武

研
修

書

記
　

池
辺　

光
三

総
務

監

事

鶴
山
台
南
校
区
会
長
　

大
嶋　

二
郎

文
化

監

事

鶴
山
台
北
校
区
会
長
　

森　
　

昭
夫

健
康

国

府
　

前
川　

統
一

健
康

和

気

☆
奥
野　
　

勉

健
康

伯

太
　

山
本　
　

功

文
化

池

上
　

田
中　

耕
作

総
務

黒

鳥

☆
安
田　

廣
勝

健
康

芦

部
　

横
田　

隆
彦

文
化

北

池

田

☆
藤
本　

幸
晴

研
修

南

池

田

☆
大
倉　
　

勲

研
修

平
成
27
年
度

　

役
員
改
選
の
年
度
に
あ
た
り
、
藤
原
功
副
会
長
が
退
任
し
、
新
た
に
門
林
淳
前
書
記
が

選
任
さ
れ
、
書
記
に
は
池
辺
光
三
前
横
山
校
区
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
区
会
長
十
一
名
、
女
性
部
幹
事
一
名
（
☆
印
）
が
新
任
と
な
り
ま
し
た
。

和
泉
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
が
代
わ
り
ま
し
た
。

役　

職

氏　

名

事

務

局

長

飯
阪　

陽
次

担

当

課

長

助す
け
だ
い台　

秀
美

新
任

担

当

係

長

沖
田　

和
宏

主

担

当

安
井　

麻
奈

副

担

当

西
田　

リ
エ

副

担

当

天て
ん
に
ち日　

千
弓

新
任

月 日 事業名

4
13 日㈪ 校区会長会
26日㈰ 総会

5
11 日㈪ 校区会長会
20日㈬ グラウンド・ゴルフ大会

6
8 日㈪ 校区会長会
19日㈮ 囲碁・将棋大会

7
1 日㈫ すこやか和泉発行
13日㈪ 校区会長会
17日㈮ 泉州ブロック　囲碁・将棋大会

8 10 日㈪ 校区会長会

9
1 日㈫ 校区会長会・市老連大会準備
2日㈬ 市老連大会

17日㈭～ 18日㈮ 研修旅行（伊勢方面）

平成 27年度　市老連行事予定
月 日 事業名

10
7 日㈬ ペタンク大会
13日㈫ 校区会長会
28日㈬ 社交ダンスパーティー

11
6 日㈮ 第 3回ウォークラリー講習会
9日㈪ 校区会長会

25日㈬〜 27日㈮ すこやか文化祭（演芸大会 27日）
12 14 日㈪ 校区会長会

1
1 日㈮ すこやか和泉発行
12日㈫ 校区会長会

2
笑いと健康講演会

8日㈪ 校区会長会
3 14 日㈪ 校区会長会

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
い
ろ
い
ろ
な
業
務
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
。

　

起
源
は
、
高
齢
者
を
祝
い
敬

う
平
安
時
代
の「
尚し

ょ
う
し歯

会え

」、
さ

ら
に
は
仏
教
伝
来
と
と
も
に
日

本
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
相
互

扶
助
組
織
「
講
」
に
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
後
、

◎
明
治
二
十
六
年
…

　
　
博
多
高
砂
会

　
　
　
　
　（
福
岡
県
福
岡
市
）

◎
明
治
四
十
年
…

　
　
楽
寿
老
人
会

　
　
　
　
　（
京
都
府
亀
岡
市
）

◎
大
正
十
四
年
…

　
　
上
田
地
区
老
人
会

　
　
　
　
　（
熊
本
県
小
国
町
）

が
設
立
さ
れ
、
現
在
の
老
人
ク

ラ
ブ
の
基
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
戦
後
、
荒
廃
し
た
社

会
に
あ
っ
て
“
老
後
の
幸
せ
は

自
ら
の
手
で
開
こ
う
”
と
す
る

人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
彼
ら
は

老
後
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
友

人
や
、
老
後
の
問
題
に
関
心
を

寄
せ
る
人
々
に
呼
び
か
け
、次
々

に
老
人
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

初
期
は
孤
独
に
陥
り
が
ち
な

高
齢
者
た
ち
の
親
睦
の
場
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、「
高

齢
者
が
集
い
、
生
き
が
い
を
高

め
る
」「
行
政
や
社
会
に
働
き

か
け
、
老
人
福
祉
を
推
進
す
る

世
論
を
高
め
る
」
と
い
う
老
人

ク
ラ
ブ
の
主
張
は
次
第
に
社
会

に
受
け
入
れ
ら
れ
、
地
域
に
根

を
下
ろ
し
て
い
き
ま
し
た
。

コ
ラ
ム

老
人
ク
ラ
ブ
は

い
つ
か
ら
あ
る
？

そ
う
い
え
ば
、

私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

学校法人　日高学園 

聖ヶ岡幼稚園 
和泉市太町1 3 3 の 1

心と体力づくりにはげむ 

41ー0813
44ー4020FAX

和泉市光明台3丁目6番地

http://kinder.k-lumbini.jp
TEL（0725）56ー2661

平成27年度より「認定こども園」
として新たにスタートしました。

認定こども園

＊「働くママを応援！」最大19時まで
　お預かり。夏休み等長期休暇中
　預かり保育もあります。

光明台幼稚園
鶴山台国際幼稚園

和泉市鶴山台3ー1ー3
（0725）43ー1888
鶴山台明徳幼稚園

和泉市鶴山台1ー17ー1
（0725）45ー2181

新光明池幼稚園
和泉市伏屋町 3ー5ー22
（0725）55ー2199

FAX（0725）57ー2025

学校法人  共立学園
認定こども園

学校法人  浩陽学園学校法人  浩陽学園

和泉チャイルド幼稚園和泉チャイルド幼稚園
和泉市王子町２－１－５２

http ://www. izumich i ld .com/
FAX（0725）41ー2999
（0725）41ー2996（代）
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平
成
二
十
三
年
七
月
若
手
部
設

立
総
会
を
開
催
し
て
か
ら
、
は
や

五
年
目
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

活
動
目
標
は
「
自
分
に
楽
し
く
、

み
ん
な
に
楽
し
く
」
と
設
立
当
初

か
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

体
力
測
定
の
実
施
、
老
人
ク
ラ

ブ
体
操
な
ど
の
普
及
、
健
康
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
開
催
す
る
な
ど
、
各

校
区
で
徐
々
に
活
動
が
広
が
っ
て

き
て
、
今
後
が
期
待
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
は
、
五
月
に

は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
を
開

催
し
「
ト
リ
コ
ロ
キ
ュ
ー
ブ
」
を

楽
し
み
、
十
月
に
は
市
老
連
第
二

回
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
講
習
会

を
開
き
、
鶴
山
台
北
校
区
代
表
が

見
事
優
勝
。
そ
の
余
勢
を
駆
っ
て

十
一
月
の
府
老
連
第
三
回
健
康
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
講
習
会
に
お
い

て
、
前
年
優
勝
の
実
績
を
誇
る
和

泉
市
老
連
代
表
チ
ー
ム
が
、
肌
寒

い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
事
連

続
優
勝
を
飾
る
と
い
う
輝
か
し
い

成
績
を
収
め
ま
し
た
。
ま
た
、
各

奇
数
月
に
は
さ
ら
な
る
基
礎
固
め

を
目
指
し
、
定
例
会
で
進
捗
状
況

の
確
認
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

十
二
月
五
日
に
は
、
市
老
連
す

こ
や
か
文
化
祭
の
演
芸
大
会
に
お

い
て
、「
昔
懐
か
し
い
〝
歌
声
喫

茶
〟
風
の
ア
カ
ペ
ラ
合
唱
会
」
の

メ
ン
バ
ー
三
十
数
名
が
出
演
し
、

『
故
郷
』『
青
い
山
脈
』
他
、
全
六

曲
各
二
番
ま
で
を
収
録
し
た
歌
を

会
場
の
皆
さ
ん
と
合
唱
し
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま

た
、
一
月
三
十
日
に
は
初
め
て
の

試
み
と
し
て
若
手
部
第
一
回
出
前

講
座
を
岬
町
淡
輪
の
海
風
館
で
開

催
し
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
三
十
二
名

の
参
加
を
得
て
、
会
員
増
強
運
動

を
中
心
と
し
た
講
演
と
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
お
話
と
実
技
の
指
導

を
受
け
る
と
と
も
に
、
若
手
リ
ー

ダ
ー
の
親
睦
を
は
か
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
ゲ
ー
ム
の

指
導
を
受
け
ま
し
た
。
各
校
区
、

各
単
位
ク
ラ
ブ
で
お
披
露
目
・
ご

指
導
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
若
手
部
の
活

動
方
針
と
計
画
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。
活
動
方
針
は
昨
年
と
ほ
ぼ

同
様
の
内
容
で
す
が
、
重
点
目
標

と
し
て
、
平
成
二
十
六
年
度
よ
り

始
め
た「
チ
ャ
レ
ン
ジ
三
二
〇
〇
」

を
強
力
に
進
め
、
特
に
、
七
十
歳

以
下
の
若
手
高
齢
者
の
加
入
促
進

に
あ
た
る
と
と
も
に
、「
各
校
区
、

各
単
位
ク
ラ
ブ
で
若
手
部
の
設
立

を
目
指
す
」こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

研
修
部
の
主
な
活
動
は
、
会
員

の
皆
さ
ん
の
親
睦
の
輪
を
広
げ
る

「
一
泊
二
日
の
研
修
旅
行
」
と
、

会
員
の
心
を
豊
か
に
し
健
康
に
役

立
つ
「
笑
い
と
健
康
講
演
会
」
で

す
が
、
今
後
は
他
に
会
員
各
位
の

ご
意
見
を
参
考
に
、
皆
さ
ん
の
お

役
に
立
つ
企
画
も
検
討
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
研
修
旅
行
は
、
九
月
十

七
日
㈭
～
十
八
日
㈮
に
一
泊
二
日

の
伊
勢
志
摩
方
面
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　

一
日
目
は
、
な
ば
な
の
里
の
散

策
、
そ
の
後
は
有
名
な
鳥
羽
浦
・

白
山
荘
温
泉
／
戸
田
家
の
各
種
温

泉
で
、
ゆ
っ
く
り
と
日
頃
の
疲
れ

を
癒
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

二
日
目
は
、
伊
勢
神
宮
（
内
・

外
宮
）
参
拝
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

六
月
に
は
、
旅
行
の
コ
ー
ス
宿

泊
先
を
詳
し
く
示
し
た
、
参
加
者

募
集
チ
ラ
シ
の
配
付
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

第
十
六
回
「
笑
い
と
健
康
講
演

会
」
は
平
成
二
十
八
年
一
月
三
十

日
㈯
、
会
場
は
和
泉
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
講
師
の
人
選
は
現
在
検
討

中
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に

添
え
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

日
時
・
会
場
・
講
師
の
先
生
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
、
十
二
月
に
は

ご
案
内
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、皆
さ
ま
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

各

部

の

取

り

組

み

若
手
部
よ
り
お
知
ら
せ

若
手
部
長　

門
林　
　

淳

◆�

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

セ
ミ
ナ
ー
と
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
講
習
会
に
参
加
を

◆�

平
成
二
十
七
年
度　

�

研
修
部
の
計
画

月 日 事　業

4
18 第 1回昔懐かしい「歌声喫茶」風の合唱会
26 平成 27年度和泉市老人クラブ連合会総会

5
16 第 2回昔懐かしい「歌声喫茶」風の合唱会
20 市老連グラウンドゴルフ大会（予備日 27日）
25 第 1回若手部会議・若手リーダー研修

6
19 市老連囲碁・将棋大会
20 第 3回昔懐かしい「歌声喫茶」風の合唱会
23 春の健康ウォーキング

7
18 第 4回昔懐かしい「歌声喫茶」風の合唱会
21 第 2回若手部会議・若手リーダー研修

8 15 第 5回昔懐かしい「歌声喫茶」風の合唱会

9

2 平成 26年度和泉市老人クラブ連合会大会
17〜 18 市老連研修旅行（なばなの里・伊勢方面）
19 第 6回昔懐かしい「歌声喫茶」風の合唱会
24 第 3回若手部会議・若手リーダー研修

10

2 SC大阪健康づくり大学開講式（12/5 閉校式）
7 ペタンク大会（15日予備日）
17 第 7回昔懐かしい「歌声喫茶」風の合唱会
28 社交ダンスパーティー

11

第 4回若手部会議・若手リーダー研修
6 市老連第 3回健康ウォークラリー講習会
18 SC大阪第 4回健康ウォークラリー講習会
21 第 8回昔懐かしい「歌声喫茶」風の合唱会

25～ 27 すこやか文化祭
27 すこやか文化祭・演芸大会（合唱会が参加）
27 SC大阪健康づくり大学体力測定（公開講座）

12 19 第 9回昔懐かしい「歌声喫茶」風の合唱会

1
第 5回若手部会議・若手リーダー研修
第 10回昔懐かしい「歌声喫茶」風の合唱会

2
笑いと健康講演会
第 11回昔懐かしい「歌声喫茶」風の合唱会
府老連「若手委員会」設置推進研修会

3
第 6回若手部会議・若手リーダー研修
第 12回昔懐かしい「歌声喫茶」風の合唱会

平成 27年度和泉市老人クラブ連合会
若手部年間活動計画

※平成27年度みづほ教育福祉財団助成事業
　①「健康づくり・介護予防リーダーセミナー」9月～1月（5日間）開催予定
　②「老人クラブ介護予防健康づくり・健康づくり支援事業・ニュース

ポーツ講習会」（トリコロキューブなど）7月～8月（1日間）開催予定
※本部会議は、原則として校区会長または若手部会議のあとに開く。
※「体力測定」および「いきいきクラブ体操」と「元気が出るさ体操」
は、原則として各校区および単位クラブで実施する。

研
修
部
よ
り
お
知
ら
せ

研
修
部
長　

鈴
木　
　

武

私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

休診：土曜午後・日曜午後・木曜・祭日 ／土曜・日曜はAM9：00～PM1：00迄 
●デイケア送迎あり ●駐車場完備　●日曜診療 

内科・リハビリテーション科・通所リハビリ 

（0725） 41ー0061（代） 

診 療 時 間 月 火 水 木 金 土 日 
午前9：00～12：00
午後5：00～ 7：30

〒594ー0023  和泉市伯太町6丁目9番11号 

大島クリニック 
医療法人 紀生会 

郷荘中学校前、寺門バス停すぐ

年 中 無 休

（0725）44ー6400TEL

★平日夜1 0時まで診療
★土・日・祝 夕方6時まで診療

在宅往診いたします

和泉市いぶき野３ー１６ー１３
和泉中央駅より徒歩５分／駐車場有り

院  長 木 下 雅 代

TEL（0725）57ー0057

みやび眼科クリニック
月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ／ ○ ／

日・祝
／
／午後 4 00～： 6 00：

午前 9 00～： 12 00：

自然の中でいきいき、のびのび、たくましく

幼保連携型認定こども園

和泉市仏並町358ー11
（0725）90ー2501
FAX（0725）90ー2503

http://yokoyamakinomi.sakura.ne.jp

〒594ー1105　和泉市のぞみ野２ー１２６４ー3 
0725ー55ー3635 FAX 0725ー55ー3577 TEL 

有料老人ホーム

老人ホーム

カーサ咲花 のぞみ野館

〒594ー1105　和泉市のぞみ野1ー3ー30 
0725ー55ー1688 FAX 0725ー55ー1919 TEL 

咲 花 病 院 医療法人
啓 仁 会

〒594ー1105　和泉市のぞみ野3ー１２37ー24 
0725ー55ー9278 FAX 0725ー55ー9277 TEL 

ウェルカーサ のぞみ野

（0725） 57ー6778TEL

午前9：00～12：00
午後4：30～ 7 ：30

月 金 土 診 療 時 間 日祝 火 木 水 

南川循環器科 
循環器科・内科 診療科目 

和泉市池田下町118ー5
和泉市府中町１丁目８番３号
（和泉ショッピングセンター２階）

（0725）45ー3119

村田胃腸科内科

午後５ ００～： ８ ００：
午前９ ００～： １２３６：

月診 察 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ／ ○ ○
○ ○ ○ ／ ○ ／

日・祝
／
／

休　診　土曜午後・木曜・日曜・祝日

和泉市上町６６１番地の１
（0725）46ー7600

月診療時間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ×

日・祝

○ ×
×
×

・労災  ・生保指定  ・各種保険取扱い
午後4 30～： 6 00：
午前9 00～： 12 00：

整形外科・内科・リハビリテーション科
在宅医療 入院随時

銀杏会診療所
ぎ ん な ん か い

平成 27 年（2015 年）7月発行（　5　）　第 34 号 す こ や か 和 泉



　

市
老
連
、
約
一
五
〇
〇
〇
人
の

中
で
女
性
会
員
は
お
よ
そ
八
七
〇

〇
人
で
す
。
私
た
ち
は
女
性
の
立

場
か
ら
会
の
運
営
の
一
端
を
担
っ

て
お
り
ま
す
。
組
織
上
は
女
性
部

と
し
て
独
立
し
た
部
門
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
一
方
で
は
他
の
部
の

支
援
、
例
え
ば
行
事
の
受
付
や
集

計
な
ど
の
後
方
支
援
も
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
新
し
く
三
人
の
役
員
を

加
え
、
総
勢
二
十
四
名
が
中
心
に

な
っ
て
計
画
の
地
道
な
遂
行
に
務

め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
三

つ
の
大
き
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

一
番
目
は
市
老
連
大
会
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
練
習
で
す
。
何
回

繰
り
返
し
て
も
覚
え
る
の
が
苦
手

な
年
齢
に
な
っ
て
い
ま
す
。
暑
い

真
夏
の
時
期
、
何
曲
も
マ
ス
タ
ー

す
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
が
、

少
し
ず
つ
形
に
な
っ
て
い
く
の
が

自
分
で
も
わ
か
り
、
き
っ
と
幕
が

下
り
た
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
る

だ
ろ
う
な
ど
と
想
像
し
な
が
ら
、

六
月
か
ら
八
月
ま
で
ほ
ぼ
三
カ
月

の
間
、
毎
月
二
、
三
回
の
練
習
を

仲
良
く
楽
し
く
続
け
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
ゴ
ミ
の
分
別
減
量

化
、有
料
化
へ
の
取
り
組
み
で
す
。

分
別
減
量
に
つ
い
て
は
幾
分
進
ん

で
い
ま
す
が
、
有
料
化
は
切
実
な

問
題
で
す
。
十
月
か
ら
の
実
施
に

向
け
、
市
の
担
当
部
署
か
ら
し
っ

か
り
し
た
指
導
を
受
け
、
戸
惑
い

が
な
い
よ
う
対
策
を
身
に
つ
け
る

講
習
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
会
員
増
強
活
動
で

す
。
和
泉
市
で
は
全
老
連
、
府
老

連
の
呼
び
か
け
に
応
え
チ
ャ
レ
ン

ジ
三
二
〇
〇
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
総
務
部
、
若
手
部
と
協
働

し
、
平
成
三
十
年
に
は
市
老
連
の

会
員
数
を
三
二
〇
〇
人
増
や
し
、

一
八
〇
〇
〇
人
に
す
る
計
画
を
達

成
す
る
よ
う
、
仲
間
づ
く
り
を
進

め
、
身
近
で
会
員
で
な
い
方
々
に

呼
び
か
け
て
い
き
た
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う

な
活
動
は
女
性
部
の
役
員
だ
け
で

で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
校
区
連

合
会
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
女
性
会
員

の
日
常
活
動
を
通
じ
、
女
性
ら
し

さ
を
加
え
な
が
ら
、
浸
透
、
徹
底

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
努
力
を
怠
る
こ
と
の

な
い
よ
う
心
が
け
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

一
月
二
十
六
日
㈪
、
女
性
部
役

員
・
リ
ー
ダ
ー
二
十
三
名
が
以
前

か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
手
芸

の
先
生
の
ご
指
導
で
、
タ
オ
ル
を

使
っ
た
小
物
の
タ
オ
ル
掛
け
づ
く

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

タ
オ
ル
や
綿
、
毛
糸
な
ど
の
材

料
を
ど
の
部
分
に
使
用
す
る
の
か

な
ど
の
説
明
を
受
け
、
一
斉
に
取

り
か
か
り
ま
し
た
。
顔
を
作
る
綿

の
入
れ
加
減
、
目
、
口
の
位
置
の

決
め
方
、
髪
の
毛
の
つ
け
方
、
帽

子
の
つ
く
り
具
合
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し

な
が
ら
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
工
夫

を
凝
ら
し
て
作
業
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
。

　

苦
心
の
末
、
同
じ
結
果
を
求
め

な
が
ら
、
少
し
ず
つ
違
っ
た
、
個

性
あ
ふ
れ
る
か
わ
い
い
女
の
子
の

顔
を
し
た
タ
オ
ル
掛
け
が
完
成
し

て
い
き
ま
し
た
。
午
後
一
時
に
始

め
、
終
わ
っ
た
の
は
四
時
。
三
時

間
も
没
頭
し
た
と
は
思
え
ず
、
終

わ
っ
て
み
る
と
久
し
振
り
に
楽
し

い
ひ
と
時
で
し
た
。

　

習
得
し
た
技
法
を
校
区
や
単
位

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
も
紹
介
し
、

趣
味
の
交
流
に
役
立
て
た
い
も
の

で
す
。
案
外
、
健
康
の
た
め
に
い

い
の
か
も
。

　

こ
の
た
び
、市
老
連
副
会
長（
総

務
部
長
兼
若
手
部
長
）
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
門
林
で
ご
ざ
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

忘
れ
も
し
ま
せ
ん
。
ほ
ぼ
六
年

前
研
修
部
員
と
し
て
私
自
身
初
め

て
の
市
老
連
研
修
旅
行
の
下
見
で

高
知
県
方
面
へ
行
っ
た
と
き
、
当

時
の
定
会
長
か
ら
府
老
連
の
若
手

委
員
会
の
委
員
と
し
て
三
井
さ
ん

の
後
を
引
き
受
け
て
く
れ
な
い
か

と
打
診
が
あ
り
、
旅
行
気
分
で
軽

く
引
き
受
け
た
の
が
運
の
尽
き
。

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
大
変
な

時
期
に
大
役
を
仰
せ
つ
か
っ
た
と

頭
の
痛
い
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

自
分
の
力
の
お
よ
ぶ
限
り
「
魅
力

あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
」
実
現
の
た
め

に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、

ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
の
市
老
連
総

会
は
、
去
る
四
月
二
十
六
日
㈰
に

場
所
を
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル
へ
変
え
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
校
区
会
長
さ
ま

を
は
じ
め
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
ま
し

て
、
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
計
画
の

四
つ
の
重
点
目
標
で
あ
り
ま
す

「
生
き
が
い
づ
く
り
」「
健
康
づ
く

り
」「
仲
間
づ
く
り
」「
地
域
づ
く

り
」
を
基
本
と
し
て
各
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
特
に

「
会
員
増
強
」
の
問
題
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。
和
泉
市
老
連
は
、
大

阪
府
老
連
の
中
で
も
年
々
少
し
な

が
ら
で
も
会
員
数
が
増
加
し
て
き

た
珍
し
い
、
優
秀
な
市
老
連
で
ご

ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
少

子
高
齢
化
の
時
代
で
あ
り
、
会
員

数
の
自
然
減
が
増
す
よ
う
な
厳
し

い
状
況
の
中
で
、
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
「
一
〇
〇
万
人
」、
府
老
連
四

万
人
増
強
運
動
と
連
動
し
て
、
和

泉
市
老
連
が
平
成
二
十
六
年
度
よ

り
五
カ
年
計
画
で
三
二
〇
〇
人
の

会
員
を
増
強
す
る
運
動
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
三
二
〇
〇
」
を
定
め
、
昨
年
七

月
和
泉
市
老
連
会
員
増
強
運
動
推

進
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
平

成
三
十
年
度
ま
で
に
三
二
〇
〇
人

の
会
員
を
増
強
す
る
と
い
う
命
題

に
対
し
、
種
々
協
議
・
検
討
を
重

ね
ま
し
た
結
果
、
平
成
二
十
六
年

度
の
重
点
目
標
を
「
二
十
七
年
度

に
向
け
て
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
二
名

の
会
員
増
加
を
お
願
い
す
る
」
と

し
て
、
各
校
区
、
単
位
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ま
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
加
入
促
進
、
休
会
ク
ラ

ブ
の
復
活
、
新
規
ク
ラ
ブ
の
開
拓

な
ど
、
五
月
末
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
ご

努
力
し
て
い
た
だ
き
一
定
の
成
果

を
得
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
四
年
間
に
三
二
〇
〇
人
会
員

を
増
強
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自

然
減
な
ど
を
考
え
ま
す
と
大
変
難

し
い
問
題
で
す
。
校
区
会
長
さ
ん

を
は
じ
め
会
員
皆
さ
ま
に
は
、
大

変
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

今
後
、
子
供
人
口
三
十
四
年
連

続
減
と
い
う
少
子
高
齢
化
の
時
代

が
進
む
中
、
誰
も
が
入
り
た
く
な

る
「
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
」
の

実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
次
の
世

代
に
い
か
に
つ
な
げ
て
い
く
か
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

総
務
部
員
七
名
が
一
丸
と
な
り
、

小
山
会
長
を
中
心
に
皆
さ
ま
の
お

知
恵
を
拝
借
し
な
が
ら
、
が
ん
ば

っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◆�

女
性
部
活
動
計
画

　
〈
地
道
に
計
画
通
り

進
め
て
い
き
ま
す
！
〉

◆�

最
近
の
活
動
か
ら

　
〈
短
時
間
で
で
き
る

小
物
づ
く
り（
タ
オ
ル
掛
け
）〉

◆�

仲
間
を
増
や
し
、�

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
三
二
〇
〇
」�

目
標
達
成
を
！

《材料》
・タオル
・手袋（片方）
・綿
・目玉（2個）
・赤フェルト
・毛糸
・プラ手口

女
性
部
よ
り
お
知
ら
せ

女
性
部
長　

三
井
ヤ
エ
子

総
務
部
よ
り
お
知
ら
せ

総
務
部
長　

門
林　
　

淳

タオル掛け完成図

私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

もりもと泌尿器科クリニック

堺市南区鴨谷台2丁1ー3 アクトビル2F

PM
AM

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ※
○ ○ ○ ／ ○ ／

休診日╱日曜・祝日、木・土曜午後
※土曜午前は13：00まで

5 00～： 7 30：
9 00～： 12 30：

TEL（072）268ー2000

受付時間　午前 8：30～11：30 
　　　　　 午後 2：30～ 5：30 
休 診 日　木曜・日曜・祝日 
　　　　　 火曜午後・土曜午後 

（072） 296ー1005

〒590ー0138  堺市南区鴨谷台２丁５ー１ 
（光明センタービル３F） 

植田医院 
内　科・外　科 

ー 
〒594ー0082 和泉市富秋町1－6－16

リハビリ設備あり　往診可 
月 診 療 時 間  火 水 木 金 土 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 
○ ○ ／ ○ ○ ／ 

日・祝 
／ 
／ 午後 3 00～ ： 6 00： 

午前 9 30～ ： 12 30： 皆様のご健康と
ご長寿を祈念致します。 （0725）43ー1012

FAX（0725）43ー5702

みどり薬局

和泉市肥子町１丁目１０－３７

営業日時
月～土　９：００～２０：００

府中病院及びその他の
処方せん受け付けます

（0725）92ー0045

温かい心で安心とやすらぎの
ケアを提供します。

医療法人
橘　 会

内科・整形外科・居宅支援
通所リハビリ・訪問診療
訪問リハビリ・訪問看護
訪 問 介 護・通 所 介 護

和泉市仏並町２８７番地 和泉市伯太町6丁目10ー20
（ロフティロット1Ｆ）

整形外科・リハビリテーション科
医 療 法 人

原田整形外科
クリニック

午後 4 ３０～： ７ ００：
午前 9 ００～： １２００：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ × ○ ○
○ ○ ○ × ○ ×

日
×
×

休診日　土曜午後・日曜・祝日・木曜

（0725）46ー4601

内科・麻酔科 （ペインクリニック） 
〈肩痛・腰痛・膝痛等　各種痛みの治療〉 

     和泉市和気町2丁目3番7号 
（朝日プラザシティサザンパーク内） 

胃腸外来　　 肛門外来 
乳腺外来　往診　各種検査 

（0725） 46ー1026

月　火　水　木　金　土　 診 療 時 間  

午前9：00～12：00
午後4：00～ 7：00 休 休 

休診日　木曜午後・土曜午後・日曜・祝日 

整形外科・リハビリテーション科 

〒594ー0011 和泉市上代町733ー9
（0725） 41ー5800

休診日　土曜午後・日曜・祝日 

月 火 木 金 土 診 療 時 間 

Ｐ．Ｍ．5：00～ 7：00
Ａ．Ｍ．8：45～12：00

水 

医療法人　西本会 
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今
年
度
の
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
が
提
唱
す
る
メ
イ
ン
テ
ー
マ

の
一
つ
に
「
健
康
寿
命
を
の
ば
そ

う
」
と
あ
り
ま
す
。

　

健
康
寿
命
と
は
、
日
常
生
活
を

介
護
の
必
要
な
し
で
普
通
に
暮
ら

せ
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る

と
、
平
成
二
十
五
年
度
の
健
康
寿

命
、
男
性
は
七
十
一
・
二
歳
、
女

性
は
七
十
四
・
二
歳
だ
そ
う
で
す

（
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
寿
命
か

ら
男
性
は
九
歳
、
女
性
は
十
二
・

四
歳
を
減
じ
た
値
）。

　

健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
に
何

を
す
れ
ば
よ
い
か
、
俗
に
「
テ
ク

テ
ク
・
カ
ミ
カ
ミ
・
ニ
コ
ニ
コ
・

ド
キ
ド
キ
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、こ
れ
は
適
度
の
運
動（
テ

ク
テ
ク
）、規
則
正
し
い
食
事
（
カ

ミ
カ
ミ
）、
心
の
健
康
（
ニ
コ
ニ

コ
）、
五
感
を
使
っ
た
感
動
（
ド

キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
）
な
ど
で
す
。

　

専
門
家
の
意
見
に
よ
る
と
、
歳

を
取
る
と
家
に
閉
じ
こ
も
る
傾
向

が
あ
る
の
で
、
と
に
か
く
外
に
出

て
体
を
動
か
す
こ
と
。
人
に
会
っ

た
ら
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
、
で
き

れ
ば
話
を
す
る
。
嫌
な
こ
と
は
そ

の
日
の
内
に
忘
れ
る
よ
う
に
努
力

す
る
こ
と
が
「
健
康
寿
命
」
を
の

ば
す
秘
訣
だ
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
健
康
部
で
は
会
員
の
健

康
と
相
互
の
親
睦
を
増
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
年
に
三
回
競

技
大
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

五
月
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
、
十
月
に
ペ
タ
ン
ク
大
会
、
年

度
末
の
三
月
に
は
ス
カ
イ
ク
ロ
ス

大
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
か
な
る
競
技
も
上
達
す
る
に

は
、
日
頃
の
練
習
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
特
に
球
技
は
練
習
量
に
比
例

し
て
技
量
が
上
が
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
毎

年
参
加
者
が
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
三
年
前
よ
り
市
民
球
場
で
は

収
容
で
き
ず
、
光
明
池
緑
地
運
動

場
（
市
民
球
場
の
約
二
倍
）
を
利

用
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
（
第
十
四
回
大
会
）
は
参

加
申
込
者
が
四
八
八
名
と
過
去
最

大
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
ペ
タ
ン
ク
競
技
大
会
で
す

が
、
こ
れ
は
一
チ
ー
ム
三
名
に
よ

る
対
抗
リ
ー
グ
戦
方
式
で
す
。
ル

ー
ル
は
簡
単
で
す
が
、
作
戦
の
善

し
あ
し
が
か
な
り
勝
敗
に
影
響
し

ま
す
。
ま
た
競
技
中
に
球
同
士
が

ぶ
つ
か
り
、
意
外
な
結
果
を
出
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

五
年
前
ま
で
は
か
な
り
の
愛
好

者
が
い
た
の
で
す
が
、
年
々
参
加

チ
ー
ム
が
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
ど
う
か
会
員
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ス
カ
イ
ク
ロ
ス
は
個
人
戦
で

す
。
屋
外
競
技
は
全
般
的
に
い
え

る
こ
と
で
す
が
、
そ
の
日
の
天
候

に
左
右
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
ス
カ
イ
ク
ロ
ス
は
風
に

影
響
さ
れ
や
す
く
、
初
心
者
は
大

変
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
上

級
者
に
な
れ
ば
、
逆
に
風
を
利
用

し
て
有
利
に
進
め
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

た
だ
問
題
は
、
ル
ー
ル
が
か
な

り
複
雑
で
競
技
を
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
ら
れ
な
い
と
い
う
難
点
が
あ
り

ま
す
。

　

競
技
会
当
日
は
、
市
老
連
の
役

員
が
審
判
役
・
記
録
係
を
務
め
ま

す
の
で
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
安
心

し
て
競
技
に
専
念
で
き
ま
す
。
会

員
の
皆
さ
ん
、
こ
の
三
競
技
に
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
最
終
行

事
「
第
十
一
回
シ
ニ
ア
ス
カ
イ
ク

ロ
ス
大
会
」
は
、
前
日
ま
で
降
っ

た
雨
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
所
ど
こ
ろ

に
水
溜
り
を
残
し
、
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
役
員
の
協
力
で

バ
ケ
ツ
・
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
で
吸
水

を
行
な
い
、
予
定
通
り
三
月
四
日

㈬
に
市
民
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

午
前
九
時
三
十
分
、
有
里
榮
陽

和
泉
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
次
に
辻
宏
康

和
泉
市
長
の
励
ま
し
の
ご
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
日
本
ス
カ
イ
ク
ロ
ス

協
会
の
西
尾
和
久
氏
（
上
級
指
導

員
）
の
指
導
に
よ
る
柔
軟
体
操
で

体
を
ほ
ぐ
し
、
最
新
の
ル
ー
ル
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

予
定
通
り
午
前
十
時
に
競
技
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
競
技
は
ル
ー
ル
と

ス
コ
ア
の
記
入
が
複
雑
で
あ
る
た

め
、
今
年
度
も
各
組
に
記
録
係
と

し
て
役
員
を
付
け
ま
し
た
の
で
、

選
手
の
方
々
か
ら
は
プ
レ
ー
に
専

念
で
き
た
と
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
四
十
九
名
、

昨
年
（
六
十
一
名
）
よ
り
少
な
か

っ
た
の
は
残
念
で
し
た
が
、
皆
さ

ん
は
元
気
は
つ
ら
つ
プ
レ
ー
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
か
な
り
の
風
が
あ
り
、

あ
ち
こ
ち
で
歓
声
や
悲
鳴
が
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
日
頃
の

練
習
や
実
力
の
差
が
次
第
に
出
た

よ
う
で
す
。

　

成
績
を
算
出
す
る
間
、
輪
投
げ

で
景
品
の
獲
得
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。

《
大
会
結
果
》

　

優　

勝　

定　
　

正
治

（
南
横
山
校
区
）

　

準
優
勝　

竹
下　
　

章
（
和
気
校
区
）

　

第
三
位　

苧
原　

保
夫

（
鶴
山
台
南
校
区
）

　

第
四
位　

宮
下　

利
忠

（
鶴
山
台
北
校
区
）

　

入
賞
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
参
加
さ
れ
ま
し
た

選
手
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
開
催

に
際
し
準
備
、
進
行
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
役
員
の
皆
さ
ん
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

午
後
二
時
三
十
分
、
小
山
良
信

和
泉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
終

了
し
ま
し
た
。

　

和
泉
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
和

泉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
共
催
に

よ
る
第
十
四
回
和
泉
市
シ
ニ
ア
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
五

月
二
十
日
㈬
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
光
明
池
緑
地
運
動
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
社
協
有
里
榮
陽
会
長
の

開
会
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
辻
宏

康
和
泉
市
長
か
ら
激
励
の
言
葉
を

も
ら
い
、
競
技
上
の
注
意
事
項
の

説
明
を
受
け
、
前
年
度
優
勝
者
西

嶋
康
夫
選
手
が
力
強
い
宣
誓
を
行

い
、
試
合
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
終

わ
り
、
選
手
た
ち
は
午
前
十
時
、

コ
ー
ス
へ
向
か
い
ま
し
た
。
こ
の

日
の
参
加
者
は
四
五
六
名
、
人
気

上
昇
中
の
競
技
に
ふ
さ
わ
し
く
過

去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
競
技
は

七
～
八
名
を
一
組
と
し
、
三
ラ
ウ

ン
ド
の
プ
レ
ー
を
行
い
順
位
が
決

ま
り
ま
し
た
。
優
勝
の
石
井
さ
ん

は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
三
回
、
四

十
四
の
好
ス
コ
ア
で
回
り
ま
し

た
。

　

朝
か
ら
五
月
晴
れ
の
絶
好
の
天

気
。
む
し
ろ
暑
い
く
ら
い
の
一
日

で
し
た
が
、
時
折
涼
し
い
風
も
あ

り
、
体
調
や
プ
レ
ー
中
の
ト
ラ
ブ

ル
も
全
く
な
く
、
全
員
が
無
事
競

技
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
成
績
の
集
計
の
間
に
行
わ
れ

た
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
競
争
で
は
、

歓
声
が
あ
ち
こ
ち
で
湧
き
、
シ
ニ

ア
の
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
和
や
か

な
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
小
山
良
信
市
老
連

会
長
が
健
闘
を
た
た
え
る
あ
い
さ

つ
の
後
、
賞
状
、
記
念
品
を
渡
し
、

午
後
三
時
三
十
分
に
大
会
は
終
了

し
ま
し
た
。
上
位
者
の
結
果
は
次

の
通
り
で
す
。

　

優　

勝　

石
井　

藤
子
さ
ん

（
光
明
台
南
）

　

準
優
勝　

大
野　

清
久
さ
ん

（
緑
ヶ
丘
）

　

三　

位　

中
司　

圭
一
さ
ん

（
芦
部
）

　

四　

位　

藤
原　

照
子
さ
ん

（
芦
部
）

　

五　

位　

壷
井
カ
ズ
子
さ
ん

（
横
山
）

　

な
お
、
こ
の
大
会
の
上
位
十
二

名
の
方
に
、
九
月
に
行
わ
れ
る
泉

州
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
す

る
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

◆�

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
で
の
ば

そ
う
健
康
寿
命

◆�

第
11
回
和
泉
市
シ
ニ
ア
ス

カ
イ
ク
ロ
ス
大
会

◆�

第
14
回
和
泉
市
シ
ニ
ア
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

4
5
6
名
の
熱
戦

健
康
部
よ
り
お
知
ら
せ

健
康
部
長　

森　
　

昭
夫

私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

（0725）45ー0044
和泉市観音寺町536ー3

特定非営利活動法人 いずみの会

フ レ ン ズ

一緒に働きませんか？

ヘ ル パ ーさん
夜間世話人さん

就 労 移 行 支 援・就 労 継 続 支 援 B 型
居宅介護・移動支援・短期入所・日中一時支援

急 募 ! ! （0725）57ー0791

和泉市伏屋町5－10－11
（光明池運転免許試験場裏）

●軽費老人ホーム（ケアハウス）
●デイサービスセンター

よろこび

デイサービス体験無料！

和泉リハビリ
訪問看護ステーション
和泉市浦田町20ー１

http://izumiwagokoro.com/
TEL・FAX（0725）30ー4485

訪問リハビリ 介護予防
訪問看護

和泉リハビリ

伯太町３丁目１番１３号 
（自衛隊正門北・伯太団地まえ） 

訪問歯科診療 
ハマ　　ダ 

（0725） 45ー8548
よ い  は い し ゃ 和泉市鶴山台２ー４ー７ 

（0725） 46ー2211（代） 

訪問看護・居宅介護支援事業者 
ケアマネジメント　医療法人 河和会 
診療時間　A.M.9：00～12：00　P.M.4：00～7：00 
休　　診　土曜夜診 ・ 日曜 ・ 祝日 

河和会病院 
内科・放射線科・麻酔科 
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平
成
二
十
六
年
五
月
八
日
、
連

休
明
け
の
な
ま
っ
た
体
を
ほ
ぐ
そ

う
と
、
有
志
が
集
っ
て
校
区
老
人

集
会
所
で
、
ま
ず
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
、ラ
ジ
オ
体
操
を
始
め
ま
し
た
。

　

最
初
は
南
部
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
方
々
の
支
援
と
協
力
で
ス
タ

ー
ト
し
た
の
で
す
が
、
今
年
の
三

月
を
も
っ
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
移

転
し
、
そ
の
後
は
自
分
た
ち
だ
け

で
続
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

毎
朝
、
午
前
九
時
に
責
任
者
が

集
会
所
の
門
を
開
け
ま
す
。「
お

は
よ
う
」
の
あ
い
さ
つ
を
か
け
合

い
、
血
圧
を
測
り
、
他
愛
の
な
い

お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、
和
や

か
に
そ
の
日
の
体
操
が
始
ま
り
ま

す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
に
始
ま
り
、
健
口
体
操
、
和
泉

元
気
が
出
る
さ
体
操
と
続
き
、
ラ

ジ
オ
第
二
体
操
で
終
わ
る
の
が
定

番
で
す
。
こ
れ
だ
け
体
を
動
か
し

て
も
、
大
体
九
時
三
十
分
ご
ろ
に

は
終
わ
り
ま
す
。

　

土
、
日
、
祝
日
は
休
み
に
し
て

い
ま
す
。
皆
で
楽
し
く
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
を
維
持
す
る

の
が
モ
ッ
ト
ー
で
、
会
員
以
外
の

方
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
今

は
二
十
人
く
ら
い
の
集
ま
り
で
す

が
、
い
ず
れ
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員

に
な
っ
て
く
れ
る
人
も
増
え
そ
う

で
、
も
っ
と
も
っ
と
に
ぎ
や
か
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

い
き
い
き
と
若
々
し
く
、
健
康

づ
く
り
に
役
立
つ
私
た
ち
の
活
動

に
誇
り
を
持
っ
て
今
日
も
参
加
し

て
い
ま
す
。

（
久
井
町
老
人
ク
ラ
ブ西

川
都
史
子
）

　昔なじみが顔を寄せ合って、あれこれ世間話に興じた
り、若い頃を懐かしむのも悪くはないのですが、私たち
の校区では屋外でスポーツを楽しむ会員が多いのも特徴
の一つです。以前はゲートボールが盛んでしたが、最近
ではグラウンド・ゴルフの人気が強くなってきています。
今回はちょっと『趣き』を変え、誰でも気軽に参加でき
る健康づくりの原点、『体操の集い』を紹介します。

（南松尾校区老人クラブ　会長　辻　　昌宏）

　

平
成
二
十
年
に
和
泉
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
総
務
部
か
ら
分
離
独

立
し
て
発
足
し
た
文
化
部
は
、
会

員
相
互
の
文
化
活
動
を
推
進
す
る

役
割
を
担
い
、
そ
の
活
性
化
を
図

っ
て
運
営
、
活
動
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
の
主
な
行
事

と
し
て
は
、
六
月
の
『
囲
碁
・
将

棋
大
会
』、
十
月
の
『
シ
ニ
ア
社

交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
』、
十
一

月
の
『
す
こ
や
か
文
化
祭
』
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
、
課

題
に
毎
年
検
討
を
加
え
、
和
泉
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得
な

が
ら
明
る
い
魅
力
あ
る
も
の
に
発

展
さ
せ
る
べ
く
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

会
員
は
も
と
よ
り
、
一
般
高
齢

者
で
も
参
加
で
き
る
行
事
が
あ
り

ま
す
の
で
、
今
か
ら
計
画
を
立
て

ら
れ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
そ
れ

で
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
を
紹
介
し
ま

す
。

◦�

第
四
十
回
囲
碁
大
会
・
第
三
十

八
回
将
棋
大
会

　

両
大
会
は
府
大
会
へ
と
つ
な
が

る
予
選
で
、
す
で
に
六
月
十
九
日

正
午
か
ら
北
部
総
合
福
祉
会
館
二

階
の
大
広
間
に
市
内
各
校
区
か
ら

延
べ
約
四
十
人
の
棋
士
が
参
加
し

ま
し
た
。
昨
年
は
予
選
を
勝
ち
進

ん
で
府
の
大
会
に
出
場
し
た
市
の

代
表
が
囲
碁
で
準
優
勝
、
将
棋
で

三
位
に
入
賞
す
る
と
い
う
快
挙
を

成
し
遂
げ
た
だ
け
に
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
の
意
気
込
み
が
す
ご
く
、

盤
上
で
火
花
を
散
ら
し
ま
し
た
。

有
段
上
位
者
、
有
段
者
、
級
位
者

な
ど
の
ク
ラ
ス
で
優
勝
し
た
方

は
、
さ
ら
に
七
月
十
六
日
㈭
に
同

会
館
で
行
わ
れ
る
泉
州
第
一
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
に
参
加
。
泉
大
津
市
、

高
石
市
、
忠
岡
町
の
代
表
と
府
の

大
会
を
目
指
し
て
雌
雄
を
決
し
ま

す
。
参
加
の
皆
さ
ん
、
地
の
利
を

生
か
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。

◦�

第
七
回
和
泉
市
シ
ニ
ア
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー

　

シ
ニ
ア
の
若
さ
と
楽
し
さ
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー

は
、
高
齢
者
の
新
し
い
交
流
・
健

康
づ
く
り
の
場
と
し
て
平
成
二
十

一
年
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　

今
年
は
十
月
二
十
八
日
㈬
の
午

後
一
時
か
ら
和
泉
市
人
権
文
化
セ

ン
タ
ー
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
昨
年
の
一
四
〇
人
を
超
え

る
ダ
ン
ス
愛
好
者
の
参
加
が
見
込

ま
れ
る
な
ど
、
年
々
華
や
か
な
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
ト
」

の
声
と
と
も
に
フ
ロ
ア
に
進
む
皆

さ
ん
の
姿
は
シ
ニ
ア
と
は
思
え
な

い
躍
動
的
な
若
さ
で
す
。
次
々
代

わ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
集

団
演
舞
を
み
せ
る
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
、
息
の
合
っ
た
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
、
ど
れ
を
と
っ
て
も

お
見
事
。
一
息
つ
い
て
は
じ
ま
る

藤
川
忍
さ
ん
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹

奏
は
パ
ー
テ
ィ
ー
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
名
曲
の
数
々
が
フ
ロ
ア
に
響

き
わ
た
り
、
踊
り
の
ム
ー
ド
を
一

段
と
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

　

さ
あ
、
愛
好
者
の
皆
さ
ん
、
す

で
に
パ
ー
テ
ィ
ー
の
本
番
を
目
指

し
て
、
レ
ッ
ス
ン
に
磨
き
を
か
け

て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
当
日
は

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

◦
第
十
二
回
す
こ
や
か
文
化
祭

　

高
齢
者
は
も
と
よ
り
、
市
民
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
の
大

会
は
十
一
月
二
十
五
日
㈬
～
二
十

七
日
㈮
の
三
日
間
、
和
泉
シ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
催
し
の
始
ま
り
は
、
会
場

の
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
が
完
成
し
た
平

成
十
五
年
か
ら
で
す
。
作
品
展
が

三
階
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
三

日
間
、
演
芸
大
会
は
最
終
日
の
二

十
七
日
に
弥
生
の
風
ホ
ー
ル
で
そ

れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま
す
。

　

作
品
展
の
ジ
ャ
ン
ル
は
洋
画
、

日
本
画
、
水
墨
画
な
ど
の
絵
画
部

門
か
ら
手
芸
、
工
芸
、
写
真
な
ど

で
、
約
二
四
〇
点
の
出
品
が
予
想

さ
れ
、
年
々
高
齢
者
の
作
品
と
は

思
え
な
い
質
の
高
さ
を
誇
っ
て
い

ま
す
。

　

演
芸
大
会
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

実
績
を
み
ま
す
と
、
市
内
二
十
一

校
区
か
ら
民
謡
、
舞
踊
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
社
交
ダ
ン
ス
、
大
正
琴
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
な
ど
約
三
十
演

目
が
あ
り
、
市
老
連
女
性
部
の
民

踊
、
市
老
連
若
手
部
の
ア
カ
ペ
ラ

合
唱
団
も
出
演
予
定
で
、
舞
台
に

彩
り
を
添
え
ま
す
。

　

客
席
に
は
各
校
区
の
応
援
団
も

い
て
、
掛
け
声
や
温
か
い
拍
手
を

送
る
な
ど
客
席
と
舞
台
が
一
体
に

な
っ
た
華
や
か
な
光
景
も
見
ら
れ

そ
う
で
す
。

　

二
年
前
、
魅
力
的
な
紙
面
づ
く

り
を
と
い
う
見
出
し
で
五
つ
の
約

束
を
い
た
し
ま
し
た
。
年
二
回
の

「
す
こ
や
か
和
泉
」
の
発
行
を
通

じ
実
施
で
き
た
こ
と
は
七
割
く
ら

い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
数
か
ら
見
る
と
そ
れ
ほ
ど

魅
力
的
で
も
な
い
の
か
、
と
も
い

え
ま
す
。

　

毎
号
発
行
が
終
わ
る
と
反
省
と

次
号
の
編
集
会
議
（
企
画
会
議
）

を
開
き
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
ど

ん
な
記
事
を
ど
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
か
を
割
り
振
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
を
決
め
、
締
め
切
り
に
合

わ
せ
た
記
事
の
依
頼
や
執
筆
に
か

か
り
ま
す
。
十
二
ペ
ー
ジ
を
約
四

万
字
の
記
事
や
写
真
で
埋
め
る
の

は
役
割
と
は
い
え
、
結
構
苦
労
の

多
い
作
業
で
す
。

　

本
来
、
広
報
の
仕
事
は
多
分
野

に
わ
た
る
も
の
で
す
が
、
私
た
ち

は
広
報
紙
「
す
こ
や
か
和
泉
」
の

紙
面
に
よ
り
、
市
老
連
の
広
範
な

活
動
を
会
員
、
市
民
の
皆
さ
ん
お

よ
び
関
係
先
に
広
く
伝
え
る
こ
と

を
最
大
の
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
、
正
義
や
真
実
を
伝
え

る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
魂
に
燃
え
て

こ
の
部
を
志
願
し
た
者
た
ち
の
集

ま
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
く
の

素
人
集
団
が
、
い
つ
し
か
そ
の
使

命
に
気
づ
き
、
お
よ
そ
一
万
五
千

部
の
「
す
こ
や
か
和
泉
」
が
果
た

す
役
割
を
認
識
し
て
い
き
ま
す
。

支
え
て
く
れ
る
会
員
の
皆
さ
ん
、

協
賛
の
各
社
に
感
謝
し
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
魅
力
あ
る
紙
面
づ
く
り

を
追
求
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
老
連
の
主
要
な
行
事
、催
し
、

各
部
、
各
校
区
の
活
動
、
行
政
か

ら
の
関
連
記
事
、
会
員
の
皆
さ
ま

の
作
品
、
和
泉
市
の
紹
介
（
和
泉

市
探
訪
）
を
毎
号
続
け
な
が
ら
、

特
集
的
に
高
齢
者
の
健
康
、
事
故

な
ど
に
気
配
り
し
た
記
事
の
編
集

を
数
号
続
け
て
い
ま
す
。
硬
軟
取

り
交
ぜ
た
紙
面
づ
く
り
に
務
め
、

読
者
に
支
持
さ
れ
る
広
報
紙
と
し

て
会
員
増
強
の
一
端
を
担
え
る
よ

う
息
の
長
い
取
り
組
み
で
こ
れ
か

ら
も
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

◆�

取
り
組
み
の
紹
介

◆�

一
人
で
も�

多
く
の
ご
参
加
を

南
松
尾
校
区

い
き
い
き
と

い
ろ
い
ろ
な
体
操
で
仲
間
づ
く
り

文
化
部
よ
り
お
知
ら
せ

文
化
部
長　

大
嶋　

二
郎

広
報
部
よ
り
お
知
ら
せ

広
報
部
長　

松
永　

健
二
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今
年
の
第
十
五
回
『
笑
い
と
健

康
』
講
演
会
は
、
二
月
七
日
㈯
に

和
泉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
講
師
に

m
o
t
t
o
ひ
ょ
う
ご
事
務
局
長

の
栗
木
剛
氏
を
迎
え
て
行
わ
れ

た
。
先
生
は
、
昭
和
三
十
四
年
五

月
二
十
二
日
兵
庫
県
姫
路
市
生
ま

れ
の
五
十
六
歳
。
昭
和
五
十
六
年

神
戸
大
学
教
育
学
部
を
卒
業
、
神

戸
青
年
赤
十
字
奉
仕
団
所
属
、
兵

庫
県
立
神
戸
養
護
学
校
小
学
部
勤

務
な
ど
を
経
て
、
平
成
十
八
年

m
o
t
t
o
ひ
ょ
う
ご
設
立
、
事

務
局
長
に
就
任
。
平
成
二
十
一
年

『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
麻
雀
協

会
』
立
ち
上
げ
に
参
画
、
平
成
二

十
五
年
ま
で
に
各
種
研
修
・
講
演

な
ど
の
通
算
件
数
が
五
〇
〇
〇
件

を
超
え
る
な
ど
、『
楽
し
く
な
く

っ
ち
ゃ
講
演
会
じ
ゃ
な
い
！
』
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
幅
広
い
レ
パ
ー

ト
リ
ー
で
活
躍
し
、
兵
庫
県
内
だ

け
で
な
く
、
日
本
各
地
に
『
生
き

た
話
題
』
を
迅
速
丁
寧
に
直
送
し

て
く
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

講
演
会
冒
頭
で
司
会
者
の
マ
イ

ク
の
調
子
が
悪
い
と
、
舞
台
上
に

も
か
か
わ
ら
ず
飛
ん
で
行
き
調
整

す
る
と
い
う
ひ
と
コ
マ
も
あ
り
、

ま
た
、
講
演
会
開
始
時
は
マ
イ
ク

を
持
ち
証
拠
写
真
タ
イ
ム
後
は
マ

イ
ク
不
要
、
と
に
か
く
で
か
い
声

で
演
台
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
な
ど

が
不
要
。
動
き
な
が
ら
漫
談
調
で

の
お
し
ゃ
べ
り
、
客
席
に
迫
る
大

迫
力
は
、
超
満
員
の
会
場
を
笑
い

の
渦
に
巻
き
込
み
な
が
ら
の
熱
演

で
し
た
。

　

そ
の
概
要
は
、

⑴�

お
客
さ
ん
の
立
場
・
心
理
を
考

え
、
こ
の
講
演
で
は
、
三
つ
の

約
束

①�

絶
対
当
て
ま
せ
ん
の
で
、
目
線

が
合
っ
て
も
安
心
し
て
お
聞
き

く
だ
さ
い
。

②�

十
五
分
以
上
話
を
聞
く
と
疲
れ

る
の
で
、
途
中
で
気
分
転
換
を

す
る
た
め
休
憩
タ
イ
ム
と
し
て

両
隣
の
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
は
笛

の
合
図
で
止
め
ま
す
。

③�

皆
さ
ん
の
立
場
を
考
え
て
、
決

め
ら
れ
た
時
間
よ
り
も
早
く
話

を
終
え
ま
す
。

　

以
上
に
よ
り
話
を
進
め
る
が
、

メ
モ
は
い
り
ま
せ
ん
。
頭
と
気
持

ち
だ
け
で
結
構
で
す
。

⑵�

病
院
に
入
院
し
た
場
合
、
三
年

前
ま
で
は
い
ろ
い
ろ
検
査
な
ど

で
入
院
が
長
引
き
、
退
院
時
は

二
と
お
り
、
花
束
ま
た
は
白
い

布
を
か
ぶ
っ
て
出
て
く
る
。
一

昨
年
位
か
ら
は
、
保
険
点
数
が

変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
病
院

は
短
期
間
で
退
院
さ
せ
、
新
鮮

な
患
者
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
今
後
、
少
子
高
齢
化
に
よ

り
老
人
介
護
施
設
な
ど
の
利
用

が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

※�

休
憩
タ
イ
ム
で
、
両
隣
と

　

�「
十
～
十
五
年
後（
老

後
）ど
う
す
る
の
？
」

⑶�

地
域
さ
さ
え
合
い
と
い
う
こ
と

が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
幼
い
こ

ろ
か
ら
青
年
団
、
消
防
団
な
ど

で
は
、
絶
対
逃
げ
ら
れ
な
か
っ

た
。
入
る
の
が
当
た
り
前
の
時

代
。
今
は
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

で
役
員
に
な
る
人
が
少
な
い

が
、
役
員
に
な
っ
て
く
れ
と
言

わ
れ
て
み
る
と
「
へ
ー
っ
」
と

思
い
な
が
ら
も
、
幼
い
頃
・
昔

の
思
い
が
あ
る
の
で
引
き
受
け

る
。
一
期
だ
け
と
思
っ
て
い
た

の
が
、
入
っ
た
ら
そ
の
ま
ま

ー
。
次
の
世
代
の
人
は
、
そ
う

い
う
経
験
が
な
い
か
ら
わ
か
ら

な
い
。「
よ
う
出
て
行
く
人
や

な
ー
」
く
ら
い
に
し
か
思
わ
な

い
。「
好
き
や
か
ら
、
暇
や
か

ら
、
ま
だ
老
人
と
い
う
年
で
は

な
い
」
と
思
っ
て
、
高
齢
者
が

増
え
て
い
る
の
に
会
員
に
な
っ

て
く
れ
る
人
が
少
な
い
。

※�

休
憩
タ
イ
ム
で
、
両
隣
と

　

�「
老
人
ク
ラ
ブ
へ
入

っ
た
ら
何
が
え
え
こ

と
あ
る
ん
か
。
皆
さ

ん
な
ら
ど
う
言
い
ま

す
か
？
」

⑷�

今
は
L
I
N
E
で
つ
な
が
る

し
、
家
に
お
っ
て
も
早
く
情
報

が
と
れ
る
時
代
。
脳
ト
レ
の
た

め
に
は
、家
の
外
へ
出
か
け
る
、

誰
か
に
出
会
う
。
し
ゃ
べ
る
こ

と
。
要
す
る
に
出
か
け
る
習
慣

を
つ
け
る
→
約
束
を
す
る
と
頭

で
考
え
る
こ
と
が
多
い
。ま
た
、

会
長
な
ど
役
員
を
し
て
い
る
人

は
妙
に
元
気
。
こ
れ
は
出
て
い

く
こ
と
、
行
く
こ
と
に
よ
り
考

え
、
脳
が
衰
え
に
く
い
→
「
や

め
た
ら
ぼ
け
ま
す
よ
」

※�

休
憩
タ
イ
ム
で
、
両
隣
と

　

�「
最
近
脳
の
調
子
は

い
か
が
で
す
か
？
」

⑸�

買
い
物
に
出
か
け
話
が
は
ず
ん

で
い
る
が
誰
か
わ
か
ら
な
い
と

か
、
二
階
か
ら
下
り
て
く
る
と

足
が
痛
い
な
あ
と
思
っ
て
い
る

と
何
を
取
り
に
行
っ
た
か
分
か

ら
な
い
。考
え
ん
と
脳
が
休
む
。

わ
れ
わ
れ
世
代
は
、
学
校
の
休

暇
が
多
く
農
繁
期
休
暇
な
ど
が

あ
り
、
た
め
が
効
い
て
い
る
。

次
の
世
代
の
人
に
地
域
の
団
体

な
ど
に
出
て
、「
体
は
丈
夫
な

の
に
脳
を
使
わ
な
い
と
だ
ん
だ

ん
脳
が
弱
る
よ
」「
あ
ち
こ
ち

へ
行
き
活
動
す
る
か
ら
脳
が
働

く
ん
だ
よ
」
と
言
う
た
ら
ん
と

い
か
ん
。

※�

休
憩
タ
イ
ム
で
、
両
隣
と

　

�「
最
近
体
の
体
の
調

子
は
い
か
が
で
す

か
？
」（
た
だ
し
、
あ

ま
り
重
篤
な
も
の
は

言
わ
な
い
よ
う
に
）

⑹�

地
域
で
の
支
え
合
い
の
中
で
、

特
に
声
を
か
け
る
こ
と
が
大

事
。昔
泉
大
津
に
友
達
が
お
り
、

和
泉
府
中
駅
で
降
り
て
毛
布
を

も
ら
い
に
来
た
こ
と
が
あ
っ
た

の
。
今
日
こ
こ
へ
来
る
時
、
府

中
の
旧
商
店
街
を
見
て
び
っ
く

り
、
何
軒
か
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉

ま
っ
て
い
た
。
脳
の
シ
ャ
ッ
タ

ー
は
一
度
閉
め
る
と
開
け
ら
れ

な
い
。
ま
た
、
い
つ
も
同
じ
行

動
、
同
じ
場
所
へ
行
く
の
は
あ

か
ん
。脳
は
さ
ぼ
る
の
で
、時
々

脳
を
困
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。

※�

休
憩
タ
イ
ム
で
、
両
隣
と

　

�「
ま
さ
か
同
じ
行
動

を
し
て
、
脳
を
さ
ぼ

ら
す
よ
う
な
こ
と
を

し
て
な
い
で
し
ょ
う

ね
？
」

⑺�

女
性
は
、
外
へ
出
か
け
よ
う
と

す
る
と
き
、
ど
れ
だ
け
考
え

る
か
。
夫
に
ど
の
時
点
で
言

お
う
か
（
障
害
物
競
走
）、
化

粧
、
服
装
（
他
人
の
服
装
も
含

め
）
に
つ
い
て
も
こ
ま
め
に
考

え
る
。
考
え
る
こ
と
に
よ
り
平

均
寿
命
が
延
び
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
地
域
の
人
の
中
で

友
達
が
多
い
ほ
ど
脳
ト
レ
の
機

会
が
多
く
な
り
、
健
康
寿
命
が

延
び
る
。

※�

休
憩
タ
イ
ム
で
、
両
隣
と

　

�「
ど
こ
か
へ
行
く
時

誘
う
て
な
。
ほ
っ
と

か
ん
と
い
て
な
」

⑻�

お
互
い
に
健
康
で
あ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
近
所

の
人
と
の
絆
を
大
切
に
。
あ
い

さ
つ
な
ど
声
か
け
か
ら
始
め
、

強
い
ロ
ー
プ
で
結
ぶ
よ
う
に
。

急
激
に
頼
む
わ
な
と
い
う
の
は

無
理
。
次
の
世
代
・
孫
の
世
代

に
今
以
上
の
借
金
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
も
、
健
康
寿
命
を
延

ば
し
、
笑
顔
で
生
活
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

以
上
は
、
豊
富
な
話
題
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
講
演
会
の

概
要
で
す
が
、
講
演
の
中
で
何
回

か
休
憩
タ
イ
ム
を
作
り
横
に
座
っ

て
い
る
人
と
議
論
し
て
ほ
し
い
と

眠
気
を
覚
ま
す
よ
う
に
す
す
め
、

聴
衆
を
笑
い
の
中
へ
誘
い
込
ん
だ

栗
木
先
生
の
話
が
終
わ
り
、
笑
い

と
健
康
講
演
会
が
楽
し
く
有
意
義

に
終
了
し
ま
し
た
。

（
研
修
部
）

明るく楽しい
地域ささえ合い

栗木剛氏
第15回『笑いと健康』講演会

ピー！

ピー！

ピー！

ピー！

ピー！

ピー！

　２年前に、カナダのウエスタン大学の高齢者活動センターを訪問
した際に、センター長のクララ女史と高齢者の健康と運動について
のテーマで話す機会があった。「カナダにおいて、高齢者の健康と
運動のテーマが大きくなっているが、運動を行うに当たって、体力
要素として、健康にとって何が最も大切ですか？」と質問をした。
すると、「第一は、有酸素運動である！」との返答が来た。この運
動を行うによって、呼吸循環機能を向上させることが最も重要であ
るということであった。
　有酸素運動の代表例としては、中高年齢者によく行われているウ
オーキングがある。では、ウオーキングの効果は、どのようなもの
が考えられるであろうか？　次のような効果が期待できる。①心肺
機能低下予防：歩くことは心筋を鍛え、血行が良くなり、体内に多
くの酸素を取り入れ、血管の老化を防止する。②骨を強くする：脚
を前後に動かすという動作が骨に影響を与え、造骨細胞を活性化す
る。③肥満の予防：１日 10000 歩、歩くと良いとされている。30
歩で 1kcal。④腰痛、肩こりの予防：歩行により腹（腰）や背中、
大臀筋の筋肉の強化になり腰痛の予防となる。また全身の筋肉を動
かすことにより、全身の緊張をほぐし、血行を良くし、肩こりの予
防となる。⑤生活習慣病の予防：30分から 1時間くらい続けられ
る運動には、血糖低下が認められるという報告があるように、血圧
の高い人に効果的である。
　このように、ウオーキングの効果は、エビデンスとして認められ
ている。では、実際にどのような方法が理想的であろうか？　①理
想のフォームで歩く：歩幅をやや広げるつもりで速く歩く。（歩幅
を広げて、腕を大きく振って、リズミカルに歩く）②はじめに１日
10分から始める：１週間に 3〜 5日の頻度で、１日の継続時間は
20 〜 60 分間③効果的な心拍数で、20 分以上を目指す：（220 −
年齢）×0.7 〜 0.85 の範囲内での心拍数、60 歳：112 〜 136 拍
④最終的には、１日 10000 歩（300kcal）を目指そう！〈100kcal
を消費するのにかかる時間／ぶらぶら歩き：男性 38
分、女性 48分、普通に歩く：男性 29分、女性 36分、
やや速く歩く：男性 21分、女性 26分〉
　同じウオーキングでも、性、年齢、運動方法などに
よって、強度や効果が違ってくる。また、ただ漠然と
して運動するのではなく、仲間と、そして自然と触れ
合いながら行うことも、更に効果が上がるであろう。
「もっと、有酸素運動を！」　がんばりましょう！

《高齢者の健康と運動　シリーズ②》

もっと有酸素運動を！
大阪体育大学教授　梅林　薫
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《和泉警察署　交通指導課》

　和泉市では平成 24年 9月 28日以降、2年 7カ月以上、交通事故による死亡者は
ゼロという喜ばしい記録が続いています。しかし、高齢者の事故件数は多く、しかも
重傷者数は急増中です。本特集は和泉警察署にお願いして私たち高齢者の事故対策、
とりわけ自転車による事故防止についての心得を特集しました。
　大切なことは「ヘルメットの着用」と「自転車の新しいルール」を良く理解し、し
っかりと守ることです。	 （広報部）

～特集～
交通事故から
身を守る心得！

◆大阪府下
年

区分
平成 27年
3月末

平成 26 年
3月末

前年比

増減率

件 数 9,964 10,218 － 254 － 2.5

死 者 数 52 33 ＋ 19 ＋ 57.5

負 傷 者 数 11,808 12,211 － 403 － 3.3

重傷者数 707 702 ＋ 5 ＋ 0.7

◆和泉市
年

区分
平成 27年
3月末

平成 26 年
3月末

前年比

増減率

件 数 196 240 － 44 － 18.3

死 者 数 0 0 ±0 ――

負 傷 者 数 239 294 － 55 － 18.7

重傷者数 13 14 － 1 － 7.1

◆大阪府下（高齢者）
年

区分
平成 27年
3月末

平成 26 年
3月末

前年比

増減率

件 数 2,693 2,734 － 41 － 1.4

死 者 数 28 18 ＋ 10 ＋ 55.5

負 傷 者 数 1,518 1,645 － 127 － 7.7

重傷者数 188 198 － 10 － 5.0

◆和泉市（高齢者）
年

区分
平成 27年
3月末

平成 26 年
3月末

前年比

増減率

件 数 50 60 － 10 － 16.6

死 者 数 0 0 ±0 ――

負 傷 者 数 56 74 － 18 － 24.3

重傷者数 7 1 ＋ 6 ＋600.0

事故発生状況
〈自転車の新しいルール〉

◎「自転車運転者講習制度」が始まります！ （平成27年6月1日施行予定）

※公安委員会が講習の受講を命じる

一定の危険な違反行為をして

2回以上
検挙され又は事故を起こした

悪質自転車運転者
※受講に従わない場合

5万円以下の罰金

自転車運転者講習
を受講 ※手数料が必要

～ 一定の危険な違反行為（危険行為）について ～
〈主な危険行為〉
　◦信号無視
　◦通行禁止違反（歩行者専用道路の通行など）
　◦通行区分違反
　◦�路側帯での歩行者妨害�
（路側帯を通行する際に、歩行者の通行を妨害�
するなど）

　◦�しゃ断踏切立入り�
（警報機が作動している間の踏切への立入りなど）

　◦指定場所一時不停止など
　◦歩道での歩行者妨害
　◦�整備不良車の運転�
（制動装置を備えていない�
自転車の運転など）

　◦酒酔い運転

自転車を利用される方は、覚えておいて下さい！

 以上9項目を含む、14項目が危険行為として定められました。 

歩道での歩行
者妨害！

一時不停止！

大
阪
府
（
平
成
26
年
）

こ
ん
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

◇自転車乗用中における
年 齢 別 死 者 数
65 歳以上は全体の

62％

◇ 65歳以上の
　自転車乗用中における
損傷部位別死者数

頭部は全体の

76％

胸部
14％

その他
10％

頭部 76％

64 歳以下
38％

65 歳以上
62％

◦�スポーツタイプのヘルメットは、自転車店などでも取り扱いし
ています。
◦�帽子タイプのヘルメットについては、和泉交通安全協会で受付
しています。
※�帽子タイプは、取り外し可能なタイプと不可能なタイプがあり
ます。

スポーツタイプ

とっても軽量

ハンチング帽

ダンディーな

ハット帽

コサージュ付き

※いずれもヘルメットは未着用
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◆
俳　

句

◎
緑
ヶ
丘
校
区
俳
句
同
好
会

老
猫
の
為
に
残
し
て
春
炬
燵

古
き
葉
を
日
毎
落
し
て
菜
種
梅
雨

粟
井　

孝
子

公
園
で
走
る
幼
児
に
花
吹
雪

噴
水
が
上
り
た
る
空
ち
ぎ
れ
雲小

椋
き
よ
子

子
と
育
つ
彼
岸
桜
の
庭
で
あ
り

時
々
は
片
足
出
し
て
春
炬
燵

鈴
木　

栄
子

乗
客
の
肩
に
花
び
ら
花
の
駅

夜
桜
を
窓
に
夕
餉
や
京
の
旅

高
野　

邦
子

苗
札
の
文
字
消
へ
花
の
名
を
忘
る

花
疲
れ
う
た
た
寝
乗
せ
て
ツ
ア
ー
バ
ス

高
橋
美
津
子

も
の
の
芽
の
伸
び
る
速
さ
の
昨
日
今
日

来
年
も
ま
た
ね
と
言
ひ
つ
雛
納
め

中
里　

君
子

薄
絹
の
覆
ふ
が
ご
と
し
春
の
空

名
を
知
り
て
抜
く
を
た
め
ら
ふ
母
子
草

西　
　

節
子

草
の
香
に
横
道
そ
れ
て
青
き
踏
む

す
べ
り
台
避
け
や
う
も
な
く
春
泥
へ

西
坂　

民
江

青
空
に
白
藤
茂
る
宮
の
跡

幾
重
に
も
重
な
る
木
々
の
若
葉
か
な

橋
本
と
も
子

東
風
の
波
摩
文
仁
の
崖
に
七
十
年

強
東
風
や
平
和
の
礎い
し
じ

哭
く
如
し皆

越　

正
章

◎
光
明
台
南
校
区
ふ
れ
あ
い
句
会

旅
の
夜
の
夢
の
中
ま
で
遠
蛙

洗
い
髪
梳
い
上
げ
み
れ
ば
母
に
似
て

福
田　

令
子

朝
焼
け
や
明
り
さ
し
こ
む
堂
の
奥

春
日
和
自
転
車
こ
い
で
飛
鳥
路大

平　

千
里

離
る
る
も
残
る
も
故
郷
山
笑
ふ

花
菜
漬
け
パ
ス
タ
サ
ラ
ダ
に
ぱ
ら
ぱ
ら
と

山
崎　

文
恵

枝
先
の
朝
日
に
映
え
し
初
桜

山
の
寺
覆
う
若
葉
に
道
迷
う

岡
村　

郁
子

病
め
る
妻
夫
が
寄
り
そ
う
花
見
か
な

夜
桜
と
月

吾
を
忘
れ
お
り

片
上　
　

博

夕
焼
や
茜
に
染
み
し
阿
弥
陀
仏

地
ビ
ー
ル
の
泡
に
か
け
た
る
町
お
こ
し

坂
部　

吉
彦

◎
北
池
田
校
区

新
緑
の
友
と
ゆ
と
り
の
旅
の
宿

ほ
ろ
酔
ひ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
桜
の
道

藤
原　

初
子

泥
ん
こ
の
汗
と
涙
の
球
児
か
な

つ
ら
き
事
耐
へ
て
晴
れ
ば
れ
初
燕

中
谷　

澄
子

青
竹
の
筧
の
水
音
五
月
晴

尖
塔
の
ク
ル
ス
煌
く
聖
五
月

南
横
山
校
区　

橋
本　

定
子

外
つ
国
の
ひ
と
も
山
舁か

く
鉾
祭

小
学
校
の
時
計
正
午
や
夏
休
み

北
松
尾
校
区　

西
原
志
満
子

◆
川　

柳

明
日
コ
ン
ペ
夢
の
中
で
は
パ
ー
プ
レ
ー

春
な
の
に
今
日
の
ス
コ
ア
ー
除
夜
の
鐘

信
太
校
区　

大
野　

弥
作

　すこやか和泉 34号（平成 27年 7月 1日）についておうかがいいたします。
　はがきに質問番号と該当項目あるいは意見をご記入いただき、下記住所へお送りください。アン
ケートにご応募くださった方の中から抽選で 10名の方にささやかな品を、老人クラブ連合会より
お送りいたします。
　皆さまの「すこやか和泉」をより身近に、より充実させるため、多数のご応募をお待ちしており
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　

　①あなたの年齢をお聞かせください。
　　　　　（Ａ）60〜 69 歳　（Ｂ）70 〜 74 歳　（Ｃ）75 〜 79 歳　（Ｄ）80 歳以上
　②あなたの性別をお聞かせください。
　　　　　（Ａ）男性　（Ｂ）女性
　③あなたは「すこやか和泉」をどのようにお読みですか。
　　　　　（Ａ）全ての紙面・記事に目を通す。
　　　　　（Ｂ）興味や関心のある記事だけ読む。
　　　　　（Ｃ）全く読まない。
　④この号で良かったと思われる記事をお答えください（いくつでも）。
　⑤今後、取り上げてほしいテーマを書いてください。
　⑥その他、何かご意見がありましたらどうぞお書きください。

【アンケート応募先】〒 594− 0071　�和泉市府中町 4ー 20ー 4　�
和泉市立総合福祉会館内　 市老連事務局

「すこやか和泉」読者アンケート「すこやか和泉」読者アンケート
★
す
こ
や
か
和
泉
　
原
稿
募
集
の
お
願
い

・
発
行
予
定
と
原
稿
締
切
日

【
す
こ
や
か
和
泉
第
三
十
五
号
】　

　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
一
日
締
切

　

平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
発
行

・
募
集
す
る
作
品
の
種
類
と
内
容

　

随
筆
・
随
想
…
八
百
字
以
内

　

俳
句
類
…
一
人
二
句
以
内

　

そ
の
他
…
写
真
・
書
・
イ
ラ
ス
ト
な
ど

　

原
稿
に
は
氏
名
・
所
属
校
区
名
を
明

記
の
上
、
市
老
連
事
務
局
（
和
泉
市
立

総
合
福
祉
会
館
）
ま
で
、
郵
送
ま
た
は

持
参
。

　

な
お
、
投
稿
が
多
い
場
合
に
は
次
回

に
ま
わ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　

     　
　
　
　
　
（
広
報
部
）
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市
民
病
院
の
移
転
が
現
在
の
市

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
転
す
る
計
画

に
ス
ラ
イ
ド
し
て
新
し
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
移
転
先
が
市
南
部
の
横
山

高
校
跡
地
（
和
泉
市
下
宮
町
）
に

決
定
し
、
開
場
へ
向
け
て
の
作
業

が
着
々
と
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
六
月
か
ら
校
舎
の
撤
去
、
整
地

が
進
み
約
三
万
八
〇
〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
の
敷
地
に
野
球
場
、
サ
ッ

カ
ー
を
メ
ー
ン
と
す
る
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
四
面
を
持
つ
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
を
備
え
、
管
理
棟
、
駐
車

場
な
ど
を
加
え
た
新
し
い
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
ま

す
。
そ
の
全
貌
を
現

す
の
は
平
成
二
十
九

年
七
月
の
予
定
で
あ

り
ま
す
。
総
工
費
は

約
二
十
億
円
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

◆�

平
成
二
十
八
年
七
月

ま
ず
野
球
場
が

　

最
初
に
完
成
す
る

の
は
野
球
場
。
両
翼

九
十
メ
ー
ト
ル
、
中

堅
一
一
〇
メ
ー
ト
ル

の
球
場
に
な
り
ま

す
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

内
は
黒
土
、
外
野
は

真
砂
土
で
覆
わ
れ
、

不
規
則
な
バ
ウ
ン
ド

を
極
力
抑
え
る
よ
う

に
、
ま
た
、
雨
上
が

り
で
も
素
早
く
使
用

で
き
る
よ
う
な
配
慮

が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
他
に
先
駆

け
、
平
成
二
十
八
年

七
月
に
は
オ
ー
プ
ン

し
、
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

◆
人
工
芝
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

サ
ッ
カ
ー
を
主
に
、
そ
の
他
い

ろ
い
ろ
な
競
技
に
使
用
さ
れ
る
よ

う
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て

設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
イ
ズ
は

一
一
五
メ
ー
ト
ル
×
七
十
五
メ
ー

ト
ル
の
サ
ッ
カ
ー
公
認
サ
イ
ズ
で

す
。
雨
天
で
の
使
用
、
雨
上
が
り

の
即
利
用
を
考
慮
し
、
い
わ
ば
全

天
候
型
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
な
っ
て

い
ま
す
。空
模
様
を
気
に
し
た
り
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
乾
き
状
態
で
の
待

ち
タ
イ
ム
や
キ
ャ
ン
セ
ル
の
心
配

が
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
利
用
開
始
（
オ
ー
プ
ン
）
は

平
成
二
十
九
年
七
月
の
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

◆
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
四
面
に

　

順
番
待
ち
に
泣
か
さ
れ
た
テ
ニ

ス
愛
好
者
に
は
福
音
で
す
。
四
面

に
な
り
ま
す
。
近
年
、
ま
す
ま
す

盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
テ
ニ
ス

ブ
ー
ム
に
対
応
し
た
心
配
り
と
い

え
ま
す
。
利
用
開
始
（
オ
ー
プ

ン
）
は
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
同

じ
く
、
平
成
二
十
九
年
七
月
の
予

定
で
す
。

◆�

斬
新
で
利
便
性
の
高
い
そ
の
他

の
設
備

　

運
営
の
本
部
と
な
る
管
理
棟
が

設
置
さ
れ
ま
す
。
利
用
者
を
身
近

で
見
守
り
な
が
ら
利
用
状
況
の
確

認
を
常
時
行
う
体
制
に
な
り
ま

す
。
傷
病
や
事
故
な
ど
に
対
す
る

応
急
処
置
、
医
療
機
関
へ
の
緊
急

手
配
も
可
能
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

施
設
に
は
音
響
設
備
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
オ
ー

パ
ス
に
よ
る
自
動
抽

選
が
採
用
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
施

設
を
利
用
し
、
外
部

の
専
門
家
を
招
い
て

の
講
習
会
な
ど
も
催

す
計
画
が
あ
り
ま

す
。

　

照
明
は
一
般
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
で
は
他

の
先
陣
を
切
っ
て

L
E
D
が
導
入
さ
れ

ま
す
。
太
陽
光
に
近

い
照
明
の
下
で
、
夜

九
時
ま
で
存
分
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

　

野
球
場
の
内
野
ス

タ
ン
ド
に
あ
る
観
覧

席
は
屋
根
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
三
〇
〇
人

分
の
席
が
用
意
さ

れ
、
家
族
連
れ
で
も

ゆ
っ
た
り
と
観
戦
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

交
通
の
便
は
旧
一
七
〇
号
線
沿

い
に
あ
た
り
、
バ
ス
に
な
り
ま
す

が
マ
イ
カ
ー
利
用
者
向
け
に
二
〇

〇
台
収
容
の
駐
車
場
が
準
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

気
に
な
る
利
用
料
で
す
が
、
広

範
な
市
民
の
利
用
に
こ
た
え
る
た

め
、
妥
当
な
額
を
設
定
す
る
検
討

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
和
泉
市
は
古
代
ロ
マ

ン
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
文
化
都

市
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
が
ち
で

す
が
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
完
成
に
よ
り
市
民
総
参
加
の
健

康
都
市
へ
の
脱
皮
も
図
ら
れ
、
ま

さ
に
文
武
両
道
を
兼
ね
備
え
た
中

堅
都
市
の
陣
容
が
整
い
ま
す
。
こ

こ
が
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
の
場
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
市
民
に

と
っ
て
交
流
の
場
で
あ
り
、
憩
い

の
場
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ

は　

和
泉
市
教
育
委
員
会　

生
涯

学
習
部　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
）

　

四
月
の
総
会
で
新
役
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。
総
務
部
を
除
き
各
部

と
も
留
任
の
結
果
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
長
に
こ
れ
か

ら
の
活
動
の
方
向
を
述
べ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
、
戦
後

七
十
年
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
は

五
割
近
く
が
戦
後
生
ま
れ
、
七
割

く
ら
い
が
戦
後
教
育
を
受
け
た
世

代
で
し
ょ
う
。
各
部
の
活
動
も
こ

の
こ
と
抜
き
で
は
成
り
立
た
な
く

な
り
そ
う
で
す
。

　

笑
い
と
健
康
の
講
演
会
で
、
講

師
の
栗
木
剛
氏
は
経
験
の
大
切
さ

を
力
説
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
組

織
、
集
団
の
中
で
お
互
い
は
ど
ん

な
経
験
を
し
て
き
た
か
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
を
選
ぶ

難
し
さ
が
こ
の
点
に
あ
る
よ
う
で

す
。
現
在
は
ま
さ
に
知
識
と
経
験

の
バ
ラ
ン
ス
が
問
わ
れ
る
時
代
で

す
。

　

現
代
の
よ
う
な
情
報
化
社
会
で

は
地
域
差
は
だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
き

て
も
、
情
報
の
量
や
摂
取
の
仕
方

に
大
き
な
年
代
差
が
生
じ
て
き
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
新
し
い
ル
ー

ル
で
自
転
車
に
乗
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
私
た
ち
は
自
戒
を
込
め
、
頭

で
っ
か
ち
に
な
る
こ
と
な
く
身
を

も
っ
て
「
魅
力
の
あ
る
、
み
ん
な

に
読
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
」
に
進

む
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

（
広
報
部
）

編
集
後
記

⑬

ご
協
賛
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
へ
の
お
礼

　
こ
の
た
び
は
「
す
こ
や
か
和
泉
三
十
四
号
」
の
発
刊
に
あ
た
り
広

告
掲
載
の
ご
協
賛
を
賜
り
、
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旧横山高校正門前

私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています
心療内科・精神科・内科

（0725）54ー1380

午後 1 ：00～ 4 ：00
午前 9 ：00～12：00
診 療 時 間 月 火 木 金 土 日・祝水

和泉市箕形町6－9－8（南海バス箕形バス停西へスグ）
電話予約が必要です

（財）日本医療機能評価機構認定

和泉中央病院

もの忘れ外来 認知症治療入院 等
デイケア・デイナイトケア・認知症デイケア

（0725）54ー2075
和泉市緑ヶ丘一丁目１１番１６号　門忠ビル１Ｆ

ケアプランセンターミット

もの忘れ・介護・認知症に関する
各種相談をお受け致します。

（月）～（金）
午前１０時～午後４時
☎（０７２５）５４－１２７６
受付時間 午前９時～午後10時

もの忘れ
ホットライン

御協賛
和泉市唐国町１－９－２ （0725）53－5588

寝台車の御用命も
承りま す

和泉市唐国町4丁目15番56号

社会福祉法人　 葛 城 会

（0725）53ー1126（代）

唐国園特別養護
老人ホーム

TEL（0725）53ー1555

やさしく生命をまもる

Kinshukai

いのち

アルコール依存症・高齢者
精神障がい者の治療で

皆様に選ばれる病院をめざして

精神科 ・ 心療内科 ・ 内科 ・ リハビリテーション科
許可病床数 444床（精神科291床、アルコール63床、介護療養型90床）

和泉市唐国町４ー15ー48

http://www.shinizumi-hp.or.jp/

医療法人　阪和錦秀会

阪和いずみ病院
国頭医院
くに とう

消化器科・外科・内科・リハビリテーション科・在宅医療

和泉市伏屋町3ー7ー34 泉北第2ビル1F

http://www.kunito.com
TEL（0725）50ー4545

午後 5 00～： 7 30：
午前 9 00～： 12 30：

月診療時間 火水木金土
○○○○○○
○○○／○／

休診日
木・土曜日の
夜診、
日曜、祝日

◎検査は原則として予約制となっております。
　来院前にお電話にてお問い合わせください。 和泉市葛の葉町６０－１１ （0725）44ー4481

13 30 ～： 17 00：
10 00 ～： 12 00：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ × ○ ○ ○ ×
☆ × ☆ ☆ ☆ ☆（14時～）

17 00 ～： 19 00： ○ × ○ ☆ ○ ☆
○…予約なし ☆…予約制  火・日・祝は休診

〈 内科診療時間〉

〈形成外科診療時間〉

9：00～12：00　16：30～19：00
内科休診：火曜・日曜・祝日／木・土曜は午後休診

いけだクリニック
内科・形成外科・美容皮膚科
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